
第 4日 4月 24 日（日）

教育講演 4

（第 1 会場：ホール A，10：50～11：20）
日本の子宮頸がん予防―課題と解決に向かって―

座長：慶應義塾大学 青 木 大 輔
演者：横浜市立大学 宮 城 悦 子

教育講演 5

（第 1 会場：ホール A，11：20～11：50）
HRT up�to�date

座長：鹿児島大学 堂 地 勉
演者：東京医科歯科大学 尾 林 聡

生涯研修プログラム 7 �

（第 3 会場：ホール B7（1），8：50～9：50）
合併妊娠の取り扱い～甲状腺疾患・不整脈～

座長：慶應義塾大学 田 中 守
神戸大学 山 田 秀 人

1）甲状腺疾患
演者：国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター 母性

内科 荒 田 尚 子
2）不整脈合併妊娠の管理

演者：国立循環器病研究センター 吉 松 淳

生涯研修プログラム 8 �

（第 1 会場：ホール A，9：50～10：50）
遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）と予防的両側付属器切除（RRSO）

座長：久留米大学 牛 嶋 公 生
聖マリアンナ医科大学 鈴 木 直

1）HBOC に対する当院の取り組み～RRSO の現状と今後の展望～
演者：がん研究会有明病院 竹 島 信 宏

2）RRSO 決断へのプロセス
演者：HBOC 当事者会 NPO 法人クラヴィスアルクス

太 宰 牧 子
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日本産婦人科医会共同プログラム

（第 2 会場：ホール C，8：50～8：55）
1．挨拶

日本産婦人科医会会長 木 下 勝 之

（第 2 会場：ホール C，8：55～9：35）
2．産婦人科内視鏡手術における偶発事故をおこさない！見逃さない！

座長：奈良県立医科大学 小 林 浩
聖路加国際病院 百 枝 幹 雄

1）腸管損傷をおこさない！見逃さない！
演者：埼玉医科大学総合医療センター 髙 井 泰

2）尿管損傷を起こさない，見逃さない
演者：東京大学 甲 賀 かをり

（第 2 会場：ホール C，9：35～11：50）
3．他科からみた妊産婦死亡防止に向けた提言

座長：三重大学 池 田 智 明
石渡産婦人科病院 石 渡 勇

1）妊産婦死亡事例分析からみた「母体安全への提言 2014」
演者：三重大学 池 田 智 明

2）脳神経外科から妊産婦死亡防止に向けた提言
演者：京都大学 脳神経外科 宮 本 享

3）救急医療システムを利用した妊産婦救命に向けた提言：J�MELS コースとは
演者：昭和大学医学部 救急医学 三 宅 康 史

4）循環器内科から妊産婦死亡防止に向けた提言
演者：国立循環器病研究センター 神 谷 千津子

5）麻酔科から妊産婦死亡防止に向けた提言 産科病棟に麻酔科医を！
演者：順天堂大学 麻酔科学ペインクリニック講座

角 倉 弘 行
6）精神科から妊産婦死亡防止に向けた提言

演者：三重大学 保健管理センター・大学院医学系研究科
岡 野 禎 治

（第 2 会場：ホール C，13：10～14：30）
4．事例からみた脳性まひ発症の原因と予防対策：産科医療補償制度再発防止に関する報告書から（その 1）

座長：宮崎大学 池ノ上 克
愛育病院 岡 井 崇

1）産科医療補償制度再発防止に関する報告書からみた診療録記載の留意点
演者：千葉市立海浜病院 飯 塚 美 徳

2）妊娠高血圧症候群：常位胎盤早期剝離の発症を予知する
演者：横浜市立大学附属市民総合医療センター 総合周産期母子医

療センター 青 木 茂
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3）妊娠高血圧症候群：潜在する胎盤機能低下に対応する
演者：沖縄県立北部病院 牧 野 康 男

4）臍帯異常の病態と対応
演者：聖マリアンナ医科大学 長谷川 潤 一

（第 2 会場：ホール C，14：30～15：30）
座長：前田産科婦人科医院 前 田 津紀夫

国保旭中央病院 小 林 康 祐
5）切迫早産に潜在する子宮内感染を診断する

演者：日本産婦人科医会 研修委員会 大 浦 訓 章
6）臨床的絨毛膜羊膜炎が疑われる分娩を管理する

演者：筑波大学 小 畠 真 奈
7）出生後早期の新生児急変に対応する

演者：葛飾赤十字産院 鈴 木 俊 治

モーニングセミナー 2

（第 4 会場：ホール B7（2），8：00～8：50）
産婦人科領域の術後早期回復を考える～アセトアミノフェン静注液を使用して～

共催：テルモ株式会社
座長：順天堂大学 竹 田 省
演者：埼玉医科大学 産科麻酔科 照 井 克 生

順天堂大学 地 主 誠

モーニングセミナー 3

（第 5 会場：ホール B5（1），8：00～8：50）
HPV ワクチンのベネフィット・リスク～最近の話題～

共催：ジャパンワクチン株式会社
座長：新百合ヶ丘総合病院がんセンター 鈴 木 光 明
演者：和歌山県立医科大学 井 箟 一 彦
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ランチョンセミナー 25

（第 1 会場：ホール A，12：00～13：00）
今，産婦人科医として知っておくべき B 型肝炎最新情報

共催：MSD 株式会社
座長：シロタ産婦人科 久 保 隆 彦

B 型肝炎を予防する意義
演者：愛知医科大学 肝胆膵内科 伊 藤 清 顕

B 型肝炎ワクチン―定期接種と母子感染予防―
演者：筑波大学 小児科 須磨崎 亮

ランチョンセミナー 26

（第 2 会場：ホール C，12：00～13：00）
改めて考える臍帯血液ガス分析

共催：扶桑薬品工業株式会社
座長：北里大学 海 野 信 也
演者：日本医科大学武蔵小杉病院 新生児内科 島 義 雄

ランチョンセミナー 27

（第 3 会場：ホール B7（1），12：00～13：00）
黄体ホルモンの基礎と臨床：生殖医療でのアプローチ

共催：あすか製薬株式会社
座長：慶應義塾大学名誉教授 吉 村 � 典

黄体ホルモンの基礎と最近のトピックス
演者：慶應義塾大学 丸 山 哲 夫

新鮮胚移植又は凍結胚移植における黄体ホルモンの重要性
演者：セントマザー産婦人科医院 田 中 温

ランチョンセミナー 28

（第 4 会場：ホール B7（2），12：00～13：00）
いま，改めて卵巣癌の腹膜進展を考える～基礎と臨床，腹腔内細胞コミュニケーションの視点から～

共催：中外製薬株式会社
座長：久留米大学 牛 嶋 公 生
演者：名古屋大学 梶 山 広 明
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ランチョンセミナー 29

（第 5 会場：ホール B5（1），12：00～13：00）
発がん機序を見据えた卵巣癌の管理方針―HBOC を念頭において―

共催：アストラゼネカ株式会社
座長：東海大学 三 上 幹 男
演者：奈良県立医科大学 小 林 浩

ランチョンセミナー 30

（第 6 会場：ホール B5（2），12：00～13：00）
Why robotic surgery in gynecology? U.S. and Japan：a tale of two countries

共催：インテュイティブサージカル合同会社
座長：岡山大学 平 松 祐 司
演者：Florida Hospital Cancer Institute（U.S.）

Robert W. Holloway

ランチョンセミナー 31

（第 7 会場：ホール D7，12：00～13：00）
女性のゆらぎと大豆～スーパーイソフラボン「エクオール」の可能性

共催：大塚製薬株式会社
座長：東京歯科大学市川総合病院 髙 松 潔
演者：近畿大学 武 田 卓

ランチョンセミナー 32

（第 8 会場：ホール D5，12：00～13：00）
蛍光 ICG を用いた，エキスパートが語る婦人科子宮悪性腫瘍手術

共催：カールストルツ・エンドスコピー・ジャパン株式会社/エム・シー・メディカル株式会社
座長：慶應義塾大学 青 木 大 輔
演者：倉敷成人病センター 安 藤 正 明

市立函館病院 山 下 剛
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ランチョンセミナー 33

（第 9 会場：ホール D1，12：00～13：00）
産婦人科診療に役立つ美容形成的治療

共催：PRSS. Japan 株式会社
座長：国際医療福祉大学臨床医学研究センター/山王メディカルセ

ンター・女性医療センター 太 田 博 明
演者：湘南鎌倉総合病院 形成外科・美容外科 山 下 理 絵

ランチョンセミナー 34

（第 10 会場：G402，12：00～13：00）
女性のライフステージにおける HRT～ホルモン製剤の適応と選択～

共催：久光製薬株式会社
座長：京都府立医科大学 北 脇 城
演者：愛知医科大学 若 槻 明 彦

感染対策講習会 �

（第 1 会場：ホール A，13：10～14：10）
医療従事者の安全と健康の視点からの感染症対策
医療機関における感染症危機管理と職業性感染症対策

座長：茨城県立中央病院 吉 川 裕 之
演者：独立行政法人労働安全衛生総合研究所国際情報・研究振興セ

ンター/過労死等調査研究センター 吉 川 徹

女性ヘルスケア委員会企画

（第 5 会場：ホール B5（1），8：50～10：50）
座長：東京歯科大学市川総合病院 髙 松 潔

愛知医科大学 若 槻 明 彦
1）PIH 既往は将来の生活習慣病発症のリスク因子である

演者：新潟市民病院 患者総合支援センター（スワンプラザ）
倉 林 工

2）PCOS が中高年女性の健康状態に及ぼす影響
演者：徳島大学 安 井 敏 之

3）子宮内膜症が心血管疾患リスクに及ぼす影響
演者：愛知医科大学 二 井 章 太

4）ミドルエイジ女性のうつ・不安・不眠と加齢性疾患リスク
演者：東京医科歯科大学 寺 内 公 一
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男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会企画

（第 4 会場：ホール B7（2），9：50～11：50）
イクボス

司会：東京慈恵会医科大学 岡 本 愛 光
講演 1．

演者：NPO 法人ファザー・リングジャパン 徳 倉 康 之
講演 2．

演者：総合母子保健センター愛育病院 安 達 知 子

ワークショップ
司会：女性クリニック We! TOYAMA 種 部 恭 子
登壇者：NPO 法人ファザー・リングジャパン 徳 倉 康 之

総合母子保健センター愛育病院 安 達 知 子
東都文京病院 杉 本 充 弘

ハンズオンセミナー
子宮筋層・内膜症病変生検研究会

（第 9 会場：ホール D1，13：10～14：10）
私たちが行う針生検；子宮筋層病変生検研究会からの報告―その手技から診断まで―

座長：防衛医科大学校 古 谷 健 一
演者：大阪市立大学 市 村 友 季

閉会式

（第 1 会場：ホール A，15：50～16：20）
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International Session Mini Workshop

第 4日 4月 24 日（日） 第 3会場
ホールB7（1）

9：50～10：50
Group 5 Perinatology 2

Moderator：Kawasaki Medical School Koichiro Shimoya
Tokyo Women’s Medical School Koichiro Takagi

IS―MW―5― 1. The improved management of obstetric hemorrhage can reduce the maternal
mortality rate：A report from the Maternal Death Exploratory Committee in
Japan

Junichi Hasegawa（St. Marianna University）et al.
IS―MW―5― 2. Prediction of adherent placenta with placenta previa using a novel scoring system

Kenji Tanimura（Kobe University）et al.
IS―MW―5― 3. Brain damage�preventive effects of progesterone in a cerebral palsy rat model

Yoshimasa Kawarai（Chiba University）et al.
IS―MW―5― 4. Effects of maternal positions on regional brain oxygen saturation during cardiac

arrest and cardiopulmonary resuscitation in pregnancy：An animal experimental
study

Satoshi Dohi（Showa University Northern Yokohama Hospital）et al.

第 4日 4月 24 日（日） 第 4会場
ホールB7（2）

8：50～9：35
Group 6 Reproduction

Moderator：Yamaguchi University Norihiro Sugino
Gunma University Takashi Minegishi

IS―MW―6― 1. Effects of a new quantitative analysis for preimplantation genetic diagnosis of
mitochondrial DNA disorders

Suguru Sato（Keio University）et al.
IS―MW―6― 2. Hypoxic response mediated by hypoxia inducible factor�1α in uterine leiomyoma

and myometrium
Hiroshi Ishikawa（Chiba University）et al.

IS―MW―6― 3. Trophoblast specific conditional Atg7 knockout pregnant mice develop gestational
hypertension

Aiko Aoki（University of Toyama）et al.
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第 4日 4月 24 日（日） 第 5会場
ホールB5（1）

10：50～11：35
Group 7 Women’s Health

Moderator：Teikyo University Takuya Ayabe
National Center for Global Health and Medicine Tetsu Yano

IS―MW―7― 1. 27�hydroxycholesterol promotes estrogen receptor positive breast cancer
Tomonori Ishikawa（Tokyo Medical and Dental University）et al.

IS―MW―7― 2. The effect of soymilk on skeletal muscle atrophy and muscle weakness in estrogen
deficient status

Yuriko Kitajima（Nagasaki University）et al.
IS―MW―7― 3. Intraperitoneal inflammation enhances the formation of endometriosis in murine

model
Kaoru Keyama（Tokushima University）et al.
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ミニワークショッププログラム

第4日 4月 24 日（日） 第 3会場
ホールB7（1）

13：10～14：10
ミニワークショップ 12 胎児診断と治療

座長：藤田保健衛生大学 関谷 隆夫
聖隷浜松病院 村越 毅

MW12― 1. 両親の ALP 値を用いた胎児低アルカリフォスファターゼ血症の補助診断
高橋雄一郎（長良医療センター）他

MW12― 2. 母体腹壁誘導胎児心電図による胎児不整脈診断症例
杉林里佳（国立成育医療研究センター）他

MW12― 3. 胎児鏡下レーザー治療を行った双胎間輸血症候群の受血児における右心血管障害の
発症に関して 村田 晋（川崎医大）他

MW12― 4. 胎児鏡下レーザー凝固術後の羊膜剝離が周産期予後に与える影響について
鷹野真由実（東邦大大森病院）他

第 4日 4月 24 日（日） 第 5会場
ホールB5（1）

13：10～14：10
ミニワークショップ 13 女性ヘルスケア

座長：埼玉医科大学 岡垣 竜吾
獨協医科大学越谷病院 坂本 秀一

MW13― 1. 雌ラットにおいてテストステロンが体重・摂食量に及ぼす影響は性腺ホルモン環境
により異なる 岩佐 武（徳島大）他

MW13― 2. 脂肪細胞におけるエストロゲンの抗酸化作用機序 成味 恵（山形大）他
MW13― 3. 子宮内膜症女性に対する低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬とジエノゲスト

が酸化ストレスに与える影響 篠原康一（愛知医大）他
MW13― 4. 女性の生活習慣と健康に関する疫学調査（JNHS）による出生体重・在胎週数と妊娠

高血圧症候群（妊娠中毒症）発症リスクの検討 倉林 工（新潟市民病院）他
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第 4日 4月 24 日（日） 第 6会場
ホールB5（2）

8：50～10：20
ミニワークショップ 14 子宮頸部腫瘍

座長：山形大学 永瀬 智
藤田保健衛生大学 藤井多久磨

MW14― 1. HPV の E6 遺伝子を標的とした新しいゲノム編集技術 CRISPR/Cas9 搭載アデノ随
伴ウイルスベクターによる子宮頸がん治療に関する基礎研究

葭葉貴弘（自治医大）他
MW14― 2. HPV（human papilloma virus）陰性および胃型の子宮頸部腺癌における p53 および

CDK inhibitor の発現 大森真紀子（山梨大）他
MW14― 3. 子宮頸癌における CD44v と xCT の発現と役割 森美奈子（岐阜大）他
MW14― 4. 子宮頸癌検診における HPV 検査の臨床的意義に関する検討

當眞真希子（豊見城中央病院）他
MW14― 5. 新規 9 価 HPV L1 ウイルス様粒子ワクチンの 16～26 歳女性における第 III 相試験

終了時の有効性，免疫原性及び安全性 村田慎也（MSD（株））他
MW14― 6. シスプラチン耐性細胞におけるスタチン製剤の抗腫瘍効果

厚井知穂（産業医大）他

10：20～11：50
ミニワークショップ 15 卵巣腫瘍

座長：東邦大学医療センター大橋病院 久布白兼行
自治医科大学 藤原 寛行

MW15― 1. 卵管采上皮分泌不死化細胞株を用いた卵巣高悪性度漿液性癌の癌化モデル作成と発
癌分子機構の解析 中村康平（島根大）他

MW15― 2. 腫瘍組織内の M2 マクロファージとリン酸化 STAT3 陽性細胞の減少が進行卵巣漿
液性癌の良好な予後に関連する：Mφ 制御による新規治療開発を目指して

坪木純子（熊本大）他
MW15― 3. 判別分析法による TC 療法中の好中球減少と相関する一塩基多型（SNP）の抽出

岩佐尚美（慶應大）他
MW15― 4. 抗 N�methyl�D�aspartate 受容体脳炎を伴った卵巣奇形腫 8 例の臨床的検討：婦人

科の視点から 坂口 勲（熊本大）他
MW15― 5. 当科における進行・再発卵巣癌に対する Bevacizumab 治療経験

勝田隆博（がん研有明病院）他
MW15― 6. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）に対する予防的卵巣卵管切除術（RRSO）の当院

での現状 清水華子（昭和大）他
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一 般 演 題

第4日 4月 24 日（日） ポスター会場①
G403

14：10～15：10
Group 66 子宮頸部腺癌・その他症例

評価者：山梨大学 端 晶彦

P3―1― 1. 子宮頸部囊胞性病変における MRI 画像所見と病理診断の対比
鈴木彩子（近畿大）他

P3―1― 2. 子宮頸癌との鑑別に苦慮した子宮頸部発生の MTX�LPD の一例
楢山知紗（東海大）他

P3―1― 3. 子宮頸部腺癌における術中腹腔細胞診陽性例の予後 喜納奈緒（都立駒込病院）他
P3―1― 4. 当科で子宮頸部腺癌に対して初回手術を行った 21 症例の検討

藤上友輔（大阪医療センター）他
P3―1― 5. 早期に眼窩転移を含む多臓器転移を来した子宮頸癌（glassy cell carcinoma）の 1

例 鎌田周平（徳島大）他
P3―1― 6. 子宮頸部腺癌の診断においての円錐切除術の検討

小泉弥生子（武蔵野赤十字病院）他
P3―1― 7. 子宮頸部胃型腺癌の 2 症例 奥 幸樹（神戸大）他
P3―1― 8. 子宮頸癌患者の子宮留膿腫・子宮穿孔に対し子宮内腔ドレーンチューブ留置が奏功

した 1 例 中野和俊（八尾市立病院）他
P3―1― 9. 当科における広汎子宮全摘術による有害事象の検討

大久保智治（京都第一赤十字病院）他
P3―1― 10. 診断に難渋した子宮頸部 Large cell neuroendocrine carcinoma（LCNEC）と子宮体

癌の重複症例 邨田裕子（大阪赤十字病院）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場②
G404

14：10～15：10
Group 67 子宮頸部・基礎

評価者：九州大学 園田 顕三

P3―2― 1. 子宮頸部腺癌細胞における claudin�1 の estrogen 依存性調節機構
秋元太志（札幌医大）他

P3―2― 2. 子宮頸部扁平上皮癌において Carbonyl reductase 1（CBR1）の発現低下は TGFβ
経路を介して上皮間葉転換を誘導する 梶邑匠彌（山口大）他
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P3―2― 3. 子宮頸がんに対する腫瘍溶解性ウイルス療法と免疫チェックポイント阻害療法につ
いての検討 村上一行（岩手医大）他

P3―2― 4. 次世代シーケンス解析を用いた子宮頸がん細胞におけるヒトパピローマウイルス組
込み部位の同定 戸澤晃子（聖マリアンナ医大）他

P3―2― 5. 子宮頸部異形成と APOBEC3G の発現に関する検討 飯塚 崇（金沢大）他
P3―2― 6. 子宮頸がん細胞株の HPV 遺伝子 E6，E7 を標的としたゲノム編集による細胞周期

関連因子の変動 上川篤志（聖マリアンナ医大）他
P3―2― 7. HPV 遺伝子組み込み子宮頸部由来癌細胞および不死化細胞に対するエストロゲン

応答配列付加 p53 遺伝子挿入アデノウイルス導入と E6 遺伝子 siRNA の影響
高瀬亜紀（市立柏原病院）他

P3―2― 8. テロメラーゼ強発現細胞のライブイメージングと婦人科癌組織における局在性の検
討 松本多圭夫（金沢大）他

14：10～15：10
Group 68 子宮頸部・検診・HPV

評価者：筑波大学 小貫麻美子

P3―3― 1. 若年女性を対象とした HPV ワクチンに対するインターネット意識調査と有効な勧
奨手法 山口真奈子（新潟大）他

P3―3― 2. 子宮頸癌スクリーニングにおける Hybrid capture II（HCII）と cobas HPV 検査の精
度比較 大阪康宏（金沢医大）他

P3―3― 3. 子宮頸がん検診受診率向上への方策―スマートフォンを用いた子宮頸がん検診アプ
リの開発と職域検診への導入（第 1 報）― 松浦祐介（産業医大）他

P3―3― 4. 当院における HPV 検査の検討 水田裕久（八尾市立病院）他
P3―3― 5. 妊娠中の子宮頸部細胞診の精度についての検討 阿部彰子（徳島大）他
P3―3― 6. 若年者子宮がん検診受診率向上プロジェクト～母親を介した 20 歳女性に対する子

宮がん検診受診勧奨～ 八木麻未（大阪大）他
P3―3― 7. 本県における子宮頸がん検診受診率向上への取り組みとその成果

宮原 陽（熊本県がん検診従事者（機関）認定協議会子宮がん部会）他
P3―3― 8. 20�21 歳女性における HPV ワクチン接種と HPV 感染率および性活動性との相関

関根正幸（新潟大）他
P3―3― 9. インターネット調査による子宮頸癌検診に対する意識調査と有効な勧奨手法

安達聡介（新潟大）他

14：10～15：10
Group 69 子宮頸部・CIN診断治療 3

評価者：九州大学 淺野間和夫

P3―4― 1. 超音波メスを用いた子宮頸部円錐切除術の治療成績 山田有紀（奈良県立医大）他
P3―4― 2. 子宮頸部円錐切除術施行症例の術後合併症，再発率に関与する因子の検討

永井あや（滋賀県立成人病センター）他
P3―4― 3. CIN3 治療についての一考察 出口真理（北野病院）他
P3―4― 4. 腎移植後に発生した子宮頸部上皮内腫瘍および子宮頸癌症例の検討

長島 克（東邦大大森病院）他
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P3―4― 5. メタルプローブを用いた半導体レーザーによる子宮頸部円錐切除術の経験
飯田智博（聖マリアンナ医大横浜市西部病院）他

P3―4― 6. CIN3 の長期経過観察は可能か？ 山本瑠美子（北野病院）他
P3―4― 7. CIN3 に対する円錐切除術後のフォローアップに関する検討

坊本佳優（岐阜大）他
P3―4― 8. 和漢薬ヨクイニンの CIN に対するフェノール療法に対する相乗効果と免疫応答

笹川寿之（金沢医大）他
P3―4― 9. 子宮頸部円錐切除術後の女性の Quality of Life（QOL）に関する検討

古郡 恵（横浜市立大）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場③
G405

14：10～15：10
Group 70 感染症 2

評価者：横浜市立大学 佐藤美紀子

P3―5― 1. 当科での手術部位感染（SSI：Surgical SiteInfection）に対する検討と対策
原 武也（市立貝塚病院）他

P3―5― 2. 術後リンパ囊胞の感染から腸腰筋膿瘍を発症し治療に苦慮した 2 症例
日向妙子（新潟市民病院）他

P3―5― 3. 子宮留膿症穿孔による汎発性腹膜炎の 3 例 吉越信一（富山市立富山市民病院）他
P3―5― 4. 子宮穿孔により腹膜炎を併発し治療に難渋した子宮留膿腫の一例

菊野享子（岐阜大）他
P3―5― 5. 深部静脈血栓症を併発した骨盤放線菌症の 1 例 森山真亜子（鳥取大）他
P3―5― 6. 臨床経過より骨盤内放線菌症と考えられた 1 例 施 裕徳（明石医療センター）他
P3―5― 7. 子宮内避妊器具の長期留置による骨盤放線菌感染症の 1 例

甲村奈緒子（泉州広域母子医療センター市立貝塚病院）他
P3―5― 8. 子宮内膜細胞診後に子宮付属器炎となった 4 症例についての検討

前田万里紗（京都桂病院）他

14：10～15：10
Group 71 深部静脈血栓・肺塞栓症・脳梗塞

評価者：北海道大学 渡利 英道

P3―6― 1. 婦人科悪性腫瘍治療前患者における深部静脈血栓症のリスク因子の検討
内山美穂子（神戸大）他

P3―6― 2. 婦人科悪性腫瘍における静脈血栓塞栓症のリスク因子に関する検討
中田久実子（和歌山県立医大）他

P3―6― 3. 婦人科手術 380 例における周術期血栓塞栓症に関する検討：術前スクリーニング法
の確立に向けて 重見大介（日本医大）他
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P3―6― 4. 術前深部静脈血栓症スクリーニングにおける D ダイマーおよび可溶性フィブリン
モノマー複合体の同時測定の有用性の検討

芦原隆仁（滋賀県立成人病センター）他
P3―6― 5. フィブリンモノマーを用いた術後血栓症の早期診断に関する研究

釘宮剛城（東邦大大森病院）他
P3―6― 6. 婦人科がん患者での血栓症発生時期および発生契機と生命予後に関する検討

工藤多佳子（仙台医療センター）他
P3―6― 7. 婦人科悪性腫瘍手術における D�dimer 値の術後経時的推移の評価

西井彰悟（昭和大藤が丘病院）他
P3―6― 8. 婦人科開腹手術症例における術前下肢深部静脈血栓症スクリーニングとしての D�

ダイマーカットオフ値とリスク因子の疾患別検討 渡邉百恵（杏林大）他
P3―6― 9. 術後抗凝固療法により周術期の肺血栓塞栓症を減少させることができたか

川口龍二（奈良県立医大）他
P3―6― 10. 婦人科がん治療前の静脈血栓塞栓症発症頻度と周術期抗凝固療法の検討

須藤麻実（筑波大）他
P3―6― 11. Direct oral anticoaglant（DOAC）による婦人科悪性症例静脈血栓塞栓症の治療およ

び予防 春田祥治（奈良県立医大）他
P3―6― 12. 過多月経による凝固能亢進により脳梗塞を発症した 3 症例

神野友里（大阪警察病院）他

14：10～15：10
Group 72 内視鏡手術

評価者：長崎大学 金内 優典

P3―7― 1. 細径硬性鏡による手術適応の拡大の試み 沖 利通（鹿児島大）他
P3―7― 2. 閉経前後での子宮内膜ポリープの臨床像の相違 本田律生（熊本大）他
P3―7― 3. リガシュアⓇ，ハーモニック ACEⓇを用いた TLH における上部靭帯処理の比較検討

塩路光徳（箕面市立病院）他
P3―7― 4. 当院における腹腔鏡手術の検討（多孔式 vs 体外式併用単孔式）

森田恵子（東京都立広尾病院）他
P3―7― 5. 高齢者に対する腹腔鏡下付属器手術の検討 阿南春分（福岡大）他
P3―7― 6. 腹腔鏡手術後の 2 日目退院は妥当か？ 比嘉 健（手稲渓仁会病院）他
P3―7― 7. 当院での未固定遺体を用いた腹腔鏡下手術の教育について 佐柄祐介（東海大）他
P3―7― 8. 婦人科腹腔鏡下手術の術後鎮痛における体幹ブロックの有用性

永井 景（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター）他
P3―7― 9. 腹腔鏡下手術の閉創時局所浸潤麻酔使用による疼痛軽減効果に関する検討

澁谷文恵（山口大）他
P3―7― 10. TLH 後の腟出血を抑えるための両側腟断端 Z 縫合の有効性

恐神博行（大阪中央病院）他
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第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場④
G407

14：10～15：10
Group 73 子宮筋腫 2

評価者：福井大学 黒川 哲司

P3―8― 1. MRI 非典型的画像所見を示す子宮筋腫に対する腹腔鏡手術の適応についての検
討～針生検は有用か？ 村上 誠（大阪市立大）他

P3―8― 2. 過多月経に対する 2.45GHz マイクロ波を用いた MEA 後の長期的予後の検討
佐貫 薫（島根大）他

P3―8― 3. 不妊症患者における腹腔鏡下子宮筋腫核出術の有用性
亀田里美（スズキ記念病院）他

P3―8― 4. 子宮平滑筋腫の変異型についての検討 石寺由美（横浜市立市民病院）他
P3―8― 5. 当院における腹腔鏡下子宮全摘術，腟式子宮全摘術および腟式子宮全摘術+腟壁形

成術の術後疼痛についての検討 植田麻衣子（市立広島市民病院）他
P3―8― 6. 子宮脂肪平滑筋腫 21 例の臨床所見 和田夏子（大阪市立総合医療センター）他
P3―8― 7. 全腹腔鏡下子宮全摘術（TLH）における術前 MRI を用いた出血リスク因子の検討

河合要介（豊橋市民病院）他
P3―8― 8. 閉経初期と後期の子宮筋腫に関する電顕的比較研究 小林徳男（小林医院）他
P3―8― 9. 過多月経に対する経頸管的子宮内膜切除術の治療効果

田嶋公久（福井赤十字病院）他
P3―8― 10. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術の術後再発までの期間に関与する因子の検討

小谷泰史（近畿大）他
P3―8― 11. 当院で経験した子宮筋腫分娩の治療方法の検討

菅原多恵（能代厚生医療センター）他
P3―8― 12. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術における出血量増加因子の検討

北村 衛（東邦大大森病院）他

14：10～15：10
Group 74 子宮内膜症・子宮腺筋症など

評価者：日本医科大学 明樂 重夫

P3―9― 1. 卵巣子宮内膜症性囊胞におけるジェノゲストの作用機序の免疫組織学的解析
青山瑶子（産業医大）他

P3―9― 2. ジエノゲストを 60 か月以上投与した長期症例における有効性と安全性の検討
高木弘明（金沢医大）他

P3―9― 3. 子宮内膜症に対する新たな術前評価法 NMS�E（Numercal Multi�scoring System of
Endometriosis）の経腟エコーによる癒着評価は検者間で差はない

関根仁樹（日本医大）他
P3―9― 4. 初潮前に膀胱子宮内膜症と診断された一例 藤城亜貴子（兵庫医大）他

310（S―158） 日産婦誌68巻 2 号プログラム

24
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム



P3―9― 5. 子宮内膜症病巣におけるレニン�アンギオテンシン系の関与について
中島隆広（日本大板橋病院）他

P3―9― 6. 腹腔鏡下子宮内膜症性囊胞摘出術後の内分泌療法による再発予防の検討
高島明子（東邦大佐倉病院）他

P3―9― 7. 過多月経に対しマイクロ波子宮内膜焼灼術を施行した 27 症例の後方視的検討
中岡賢太郎（東邦大大森病院）他

P3―9― 8. 稀少部位子宮内膜症に対して腹腔鏡下手術を施行した症例
青木孝之（草津総合病院）他

P3―9― 9. 子宮腺筋症に対する薬物療法の子宮腫大抑制効果に関する検討
松島 隆（日本医大）他

P3―9― 10. 当院で経験した子宮腺筋症由来と考えられる播種性血管内凝固症候群 2 例の検討
齋藤茉祐子（東京都立多摩総合医療センター）他

P3―9― 11. 卵管捻転と術前に診断した一例 杉本麻帆（淀川キリスト教病院）他

14：10～15：10
Group 75 胎盤・絨毛性疾患

評価者：大阪大学 吉野 潔

P3―10― 1. 異なる管理を必要とした胎盤ポリープの 2 例 前林亜紀（日本大）他
P3―10― 2. 胞状奇胎娩出後 4 年の経過で，類上皮性トロホブラスト腫瘍（Epithelioid

trophoblastic tumor；ETT）を発症した一例
丸山万理子（名古屋第二赤十字病院）他

P3―10― 3. 血尿増悪を繰り返した絨毛癌腎転移症例 中村謙一（名古屋大）他
P3―10― 4. 腎生検で妊娠性絨毛癌と診断した臨床的絨毛癌の 1 例 折坂俊介（金沢医大）他
P3―10― 5. 寛解に至らなかった高齢発症の臨床的絨毛癌の 1 例 新美 薫（名古屋大）他
P3―10― 6. 正常分娩後に腫瘍随伴ネフローゼ症候群を来した胎盤部トロホブラスト腫瘍の一例

山村満恵（帯広厚生病院）他
P3―10― 7. 絨毛性腫瘍の治療中に生じた肺障害の診断と治療 佐藤静香（名古屋大）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑤
G408

14：10～15：10
Group 76 骨盤臓器脱（POP）

評価者：山形大学 高橋 一広

P3―11― 1. 当院における腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）の手術成績
藤本英典（北九州総合病院）他

P3―11― 2. 腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）が尿失禁に及ぼす影響について
石川哲也（昭和大）他

P3―11― 3. 当院における腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）の工夫
星野 香（産業医大若松病院）他
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P3―11― 4. Laparoscopic sacrocolpopexy（LSC）の手術成績と術後の QOL についての検討
徳川睦美（大阪警察病院）他

P3―11― 5. 当院における LSC と TVM の比較 加藤稚佳子（第一東和会病院）
P3―11― 6. 骨盤臓器脱患者に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術の下部尿路症状および機能に関する

検討 野村昌良（亀田メディカルセンター）他
P3―11― 7. 骨盤臓器脱に対する腹腔鏡下 non�mesh 手術の有用性―腟断端仙骨子宮靱帯固定

術― 西村和朗（産業医大若松病院）他
P3―11― 8. 当科における腹腔鏡下腟断端仙骨子宮靭帯固定術について

遠武孝祐（昭和大横浜市北部病院）他
P3―11― 9. 直腸腟中隔の巻き出しによる後腟壁の Total Repair の可能性

大石哲也（高槻病院）他
P3―11― 10. 出産後の骨盤臓器脱と腹圧性尿失禁に見出される肛門・肛門周囲構造の損傷─腟口

からの 3 次元超音波画像による観察─ 中田真木（三井記念病院）他

14：10～15：10
Group 77 女性ヘルスケア（症例報告）

評価者：東京女子医科大学 橋本 和法

P3―12― 1. 閉経後の，子宮筋腫観察中に，食事内容の問診から高血中エストラジオール値が判
明した症例 中沢和美（東海大大磯病院）他

P3―12― 2. neglected pessary で S 状結腸腟瘻が形成された 1 例 河村卓弥（伊勢赤十字病院）
P3―12― 3. 開腹手術中に発症したラテックスによるアナフィラキシーショックの 1 例

柳原里江（徳島大）他
P3―12― 4. 子宮内膜症の長期保存療法後に中用量 EP 剤を内服し，その後脳梗塞を発症した一

例 坂根理矢（兵庫医大）他
P3―12― 5. 巨大子宮筋腫を伴った子宮捻転の一例 白河 綾（徳島市民病院）他
P3―12― 6. ジエノゲスト投与中止後に関節炎を発症し，再開後に改善した 1 例

下山 華（浜松医大）他
P3―12― 7. 子宮ゾンデが診断・治療に有効であった外傷性に発症した大陰唇癒着

木戸健陽（関西医大）他
P3―12― 8. 尿道口の外側での外陰閉鎖の 1 例～診断に至ったプロセスと発生学的発症メカニズ

ムの考察～ 浅野正太（高槻病院）他
P3―12― 9. CT，MRI 検査および子宮鏡で診断し，経腟ドレナージを行った Wunderlich 症候群

の 1 例 尾身牧子（敬愛会中頭病院）他
P3―12― 10. 当院における OHVIRA 症候群，Wunderlich 症候群の検討 小林未央（群馬大）他

14：10～15：10
Group 78 女性ヘルスケア（過多月経・その他）

評価者：日本大学 永石 匡司

P3―13― 1. 子宮筋腫・子宮腺筋症におけるプロゲステロン受容体発現の病理学的検討
吉川信一朗（荏原病院）他

P3―13― 2. LEP 製剤が無効な月経困難症に漢方治療が有効であった 50 症例の検討
岡村麻子（つくばセントラル病院）他
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P3―13― 3. 術中偶発的に発見された子宮内膜症例の背景と術中対応に関する検討
加藤剛志（徳島大）他

P3―13― 4. 低用量ピル（OC）の使用は日本人の乳がん発症リスクを増加させるか？～当院にお
ける乳がん検診成績から～

対馬ルリ子（対馬ルリ子女性ライフクリニック銀座）他
P3―13― 5. 子宮内黄体ホルモン放出システム有用性についての検討

長島 香（勤医協札幌病院）他
P3―13― 6. 過多月経に対する Microwave Endometrial Ablation（MEA）の効果の検討

浜田佳伸（獨協医大越谷病院）他
P3―13― 7. 過多月経を伴う粘膜下子宮筋腫に対する子宮鏡下子宮筋腫摘出術，マイクロ波子宮

内膜焼灼術同時手術の有効性 山本哲史（徳島市民病院）他
P3―13― 8. Office gynecology における子宮腺筋症に対するマイクロ波子宮内膜アブレーショ

ンによる過多月経治療の検討 津田 晃（山王レディースクリニック）
P3―13― 9. 子宮腺筋症に対する経頸管的マイクロ波腺筋症融解術・マイクロ波子宮内膜アブ

レーション併用療法の効果 金岡 靖（医誠会病院）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑥
G410

14：10～15：10
Group 79 悪性腫瘍全般・化学療法

評価者：小倉医療センター 大蔵 尚文

P3―14― 1. 糖鎖を mimic するペプチドを用いた抗腫瘍薬 柴田俊章（浜松医大）他
P3―14― 2. ペグフィルグラスチム（ジーラスタⓇ）の有用性および安全性についての検討

今井雄一（埼玉医大国際医療センター）他
P3―14― 3. 母乳へのイリノテカンおよび活性代謝物 SN�38 の移行性 横山良仁（弘前大）他
P3―14― 4. シスプラチンを含む高度催吐性化学療法による化学療法誘発性悪心・嘔吐に対する

標準制吐療法＋オランザピン併用の有効性・安全性の検討：前向き第 2 相試験
安部正和（静岡県立静岡がんセンター）他

P3―14― 5. Paclitaxel/Carboplatin（TC）療法施行後に重篤な中毒疹を発症した重複癌の 1 症
例，および当科での TC 療法の過敏反応による皮膚障害の現状について

仲尾岳大（日本大）他
P3―14― 6. 当科における Bevacizumab 併用療法の使用経験～進行・再発卵巣癌，再発子宮体

癌，再発子宮頸癌に対する使用から～ 塚尾麻由（島根大）他
P3―14― 7. 外来化学療法におけるタキサンレジメン DC 療法と TC 療法の比較

山崎龍王（武蔵野赤十字病院）他
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14：10～15：10
Group 80 悪性腫瘍全般・合併症・緩和治療

評価者：愛媛大学 藤岡 徹

P3―15― 1. 婦人科悪性腫瘍に合併した Trousseau 症候群の後方視的検討
間瀬聖子（名古屋市立大）他

P3―15― 2. 当院で加療した婦人科悪性腫瘍とトルーソー症候群 深田せり乃（浜松医大）他
P3―15― 3. 婦人科悪性腫瘍における Trousseau 症候群の臨床的検討

尾臺珠美（土浦協同病院）他
P3―15― 4. 脳転移をきたした婦人科悪性腫瘍の 9 例 渋谷英里子（杏林大）他
P3―15― 5. 卵巣癌と子宮体癌の再発性重複癌が心タンポナーデを来たした 1 例

加藤顕人（防衛医大）他
P3―15― 6. 子宮，両側付属器の悪性リンパ腫に対する術直後から血球貪食症候群を来した症例

佛原悠介（関西医大）他
P3―15― 7. 大学病院でのリンパ浮腫診療―これまで，そしてこれから 中尾佳史（佐賀大）他
P3―15― 8. 婦人科がん治療に関連した下肢リンパ浮腫における治療予後因子の検討

吉原雅人（トヨタ記念病院）他
P3―15― 9. 当院における周術期合併症に関しての検討 若菜公雄（医科歯科大）他
P3―15― 10. 婦人科悪性腫瘍終末期における治療の差し控えへの意思決定支援に多職種カンファ

レンスを通して関与した 2 症例 堀 謙輔（関西労災病院）他
P3―15― 11. 多施設 婦人科がん緩和治療に関する実態調査

二神真行（特定非営利活動法人婦人科腫瘍の緩和医療を考える会）他
P3―15― 12. 婦人科癌患者の治療後における就労生活の現状 中村圭一郎（岡山大）他
P3―15― 13. 当院における末梢留置型中心静脈カテーテル症例の検討

野元正崇（JA 愛知厚生連豊田厚生病院）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑦
G502

14：10～15：10
Group 81 卵巣腫瘍・バイオマーカー

評価者：福井大学 吉田 好雄

P3―16― 1. 上皮性卵巣癌における VEGF のバイオマーカーとしての意義
小松宏彰（鳥取大）他

P3―16― 2. Glasgow prognostic score（GPS）は卵巣癌患者の予後不良因子となりうる
大道千晶（岡山大）他

P3―16― 3. HB�EGF（Heparin Binding�Epidermal Growth Factor）に関連した卵巣癌予後予測
因子としての microRNA（miRNA） 清島千尋（福岡大）他

P3―16― 4. 再発上皮性卵巣がん患者における予後因子の検討 村田紘未（関西医大）他
P3―16― 5. 早期卵巣がん新規血清バイオマーカーとしてのエクソソーム中 microRNA の同定

横井 暁（国立がん研究センター研究所）他
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P3―16― 6. 上皮性卵巣癌における Growth differentiation factor 15（GDF15）発現の意義
栗田智子（産業医大）他

P3―16― 7. 進行卵巣癌での腹腔内生検における細胞表面マーカー CD24 の発現の意義
橋田宗祐（大阪医大）他

14：10～15：10
Group 82 卵巣腫瘍・HBOC

評価者：東北大学 渡部 洋

P3―17― 1. 卵巣癌・乳癌細胞の NF�kB シグナル亢進は PARP 阻害剤への耐性を惹起する
中川侑子（聖マリアンナ医大）他

P3―17― 2. 遺伝性乳がん卵巣がんに対するサーベイランスとリスク低減卵巣卵管摘出術
白山裕子（四国がんセンター）他

P3―17― 3. 当院における卵巣癌未発症の BRCA 変異保因者の取り扱い
塩田恭子（聖路加国際病院）

P3―17― 4. 当院における各診療科と連携した遺伝性乳癌卵巣癌の卵巣癌予防に対する検討
近藤春裕（聖マリアンナ医大）他

P3―17― 5. BRCA1/2 遺伝子の病的バリアントをもつ女性におけるリスク低減卵巣卵管摘出術
について話し合う際の遺伝カウンセリングツールの作成の試み

田村智英子（FMC 東京クリニック）他
P3―17― 6. 遺伝性乳がん卵巣がん（HBOC；hereditary breast and ovarian cancer）患者拾い上

げにおける取組みと課題 寺本瑞絵（札幌医大）他

14：10～15：10
Group 83 卵巣腫瘍・治療 5・手術

評価者：福島県立医科大学 渡辺 尚文

P3―18― 1. 臨床進行期 I 期の卵巣粘液癌における後腹膜リンパ節郭清の省略条件
佐藤敏治（秋田大）他

P3―18― 2. 卵巣・卵管・腹膜癌 pT1・pT2 症例の後腹膜リンパ節転移についての検討
松岡 歩（千葉大）他

P3―18― 3. 当院における若年卵巣がんの臨床的検討 森岡佐知子（近畿大奈良病院）他
P3―18― 4. 再発上皮性卵巣癌に対する 2 次的腫瘍減量手術（SDS）リスク予測モデルの比較検討

上林翔大（京都大）他
P3―18― 5. 再発上皮性卵巣癌，卵管癌，腹膜癌における AGO スコア陽性患者の治療法の検討

高橋顕雅（がん研有明病院）他
P3―18― 6. 当院における進行卵巣癌 Interval Debulking Surgery 施行時の手術完遂度と臨床病

理学的因子の関連性 小笠原仁子（埼玉医大国際医療センター）他
P3―18― 7. 初期卵巣癌における後腹膜リンパ節郭清はリンパ節再発を減らせるか

中西一歩（神奈川県立がんセンター）他
P3―18― 8. T3c 期卵巣・卵管・腹膜癌の大腸播種および切除再建について

錦見恭子（千葉大）他
P3―18― 9. 当科における SSPC と進行漿液性卵巣癌の予後比較

三好 愛（泉州広域母子医療センター市立貝塚病院）他
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P3―18― 10. 原発性腹膜癌の臨床病理学的特徴に関する検討
川野藍子（神奈川県立がんセンター）他

14：10～15：10
Group 84 卵巣腫瘍・DVT/血栓・その他

評価者：札幌医科大学 田中 綾一

P3―19― 1. Meigs 症候群を伴った成人型顆粒膜細胞腫
前田裕斗（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P3―19― 2. 10 年後に粘液性卵巣癌を認めた卵巣粘液性境界悪性腫瘍の 1 例
新垣精久（琉球大）他

P3―19― 3. 再発卵巣境界悪性腫瘍の検討 神田蘭香（奈良県総合医療センター）他
P3―19― 4. 卵巣悪性胚細胞腫瘍 10 例の臨床病理学的検討

鈴木由梨奈（自治医大さいたま医療センター）他
P3―19― 5. 当院における上皮性境界悪性卵巣腫瘍の臨床的検討 黒瀬圭輔（日本医大）他
P3―19― 6. 当院における卵巣癌の検討 坂本人一（金沢医大）他
P3―19― 7. 術前検査にて診断し得なかった卵巣境界悪性腫瘍の 3 例

登村信之（西神戸医療センター）他
P3―19― 8. 傍大動脈リンパ節に孤立性再発を認めた成人型顆粒膜細胞腫の 1 例

田崎慎吾（聖マリア病院）他

14：10～15：10
Group 85 卵巣腫瘍・その他

評価者：京都大学 松村 謙臣

P3―20― 1. 当院における後期高齢卵巣がん患者に対する治療の現状と問題
佐藤慎也（鳥取大）他

P3―20― 2. 高齢者卵巣癌症例の予後 香坂信明（獨協医大）他
P3―20― 3. 子宮体癌と卵巣癌が合併した進行重複癌の臨床的検討 小椋淳平（京都大）他
P3―20― 4. 上皮性卵巣癌・卵管癌での皮膚転移の危険因子と予後

大塚伊佐夫（亀田メディカルセンター）他
P3―20― 5. 当センターにおける卵巣癌 IV 期症例の検討

小川憲二（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター）他
P3―20― 6. 卵巣腫瘍に対する術前 DVT スクリーニング 田中 晶（静岡がんセンター）他
P3―20― 7. 卵巣癌患者における血小板増加症：臨床病理像・予後との関連

中尾砂理（筑波大）他
P3―20― 8. 静脈血栓塞栓症を伴う卵巣癌の周術期治療におけるエドキサバンの使用経験

秦 利衣（国保松戸市立病院）他
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第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑧
G507

14：10～15：10
Group 86 卵巣腫瘍・症例 4

評価者：産業医科大学 鏡 誠治

P3―21― 1. 腹腔鏡下卵巣囊腫摘出術を試みたが自然離断していたと考えられた 1 例
小松央憲（群馬大）他

P3―21― 2. Paclitaxel+Carboplatin+Bevacizumab 療法で著効を示した卵巣原発進行大細胞神
経内分泌癌の一例 山田達也（JA 北海道厚生連札幌厚生病院）他

P3―21― 3. 腫瘍マーカー高値を呈した卵巣成熟性囊胞奇形腫の 1 症例
広田千賀（公立宍粟総合病院）他

P3―21― 4. 卵管捻転をきたし腹腔鏡下手術を施行した傍卵管囊腫の 2 例
宮上 哲（昭和大江東豊洲病院）他

P3―21― 5. 腹腔鏡下手術を行った充実性卵巣腫瘍の一例 吉田昭三（大阪暁明館病院）他

14：10～15：10
Group 87 卵巣腫瘍・症例 5

評価者：大分大学 西田 正和

P3―22― 1. ノギテカン，ベバシズマブ併用療法中に消化管穿孔を発症した再発卵巣癌の一例
中出恭平（金沢大）他

P3―22― 2. 巨大卵巣腫瘍の 2 症例 鈴木崇公（磐田市立総合病院）他
P3―22― 3. 卵巣明細胞腺癌による Trousseau 症候群を発症し，急激な転帰により救命できな

かった 1 例 西尾沙矢子（岡崎市民病院）他
P3―22― 4. 腹膜偽粘液腫の 1 例 武田 理（ハートライフ病院）他
P3―22― 5. 当院で経験した卵巣癌肉腫の 1 例 三村真由子（市立貝塚病院）他
P3―22― 6. 卵黄囊腫瘍成分を含む混合型上皮性腫瘍を発症した 1 例

赤羽宏基（国立国際医療研究センター）他
P3―22― 7. 異所性妊娠を疑い，組織学的に卵巣絨毛癌と判明した一例

荻野美智（西神戸医療センター）他
P3―22― 8. 癌性胸膜炎に対するユニタルクの使用経験 國見幸太郎（阿南共栄病院）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑨
G508

14：10～15：10
Group 88 悪性腫瘍全般・その他治療

評価者：産業医科大学 川越 俊典

P3―23― 1. 診断に苦慮した卵巣 Sex cord�stromal tumor の一例 頼近奈奈（札幌厚生病院）他
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P3―23― 2. 骨盤リンパ節郭清術における閉鎖節郭清の意義についての検討
新納恵美子（奈良県立医大）他

P3―23― 3. 婦人科悪性腫瘍寛解再発例における再発期間，再発部位の検討
平田麻実（がん・感染症センター都立駒込病院）他

P3―23― 4. 転移性婦人科癌に対するサイバーナイフの有用性についての検討
竹田健彦（トヨタ記念病院）他

P3―23― 5. 難治性再発婦人科悪性腫瘍に対するサイバーナイフの有用性
野田清香（杏林大）他

P3―23― 6. 当院における進行癌に対する腹腔鏡下試験切除術の検討
新城加奈子（豊田厚生病院）他

P3―23― 7. 婦人科悪性腫瘍術後患者における重複がんの検討
橋村茉利子（堺市立総合医療センター）他

P3―23― 8. 婦人科難治性癌性腹水に対する濾過濃縮再静注法の治療成績
溝上友美（関西医大）他

P3―23― 9. 高齢の婦人科癌患者に対する当院での治療 三浦麻世（中部ろうさい病院）他
P3―23― 10. タヒボ茶はマウスモデルにおける子宮内膜癌異種移植片に対して抗腫瘍効果を示す

安藤大史（信州大）他
P3―23― 11. 婦人科悪性腫瘍手術における自己血貯血の適応について 関 典子（岡山大）他
P3―23― 12. 婦人科がん患者における再発後生存期間（post progression survival：PPS）と全生

存期間（overall survival：OS）および無増悪生存期間（progression�free survival：
PFS）との関連 野中道子（鳥取大）他

第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑩
G509

14：10～15：10
Group 89 卵巣腫瘍・症例 6

評価者：琉球大学 久高 亘

P3―24― 1. 当初卵管妊娠の診断で腹腔鏡下卵管切除術が施行された漿液性卵管上皮内病変の 1
例 佐川義英（帝京大ちば総合医療センター）他

P3―24― 2. 腹水セルブロックにおける免疫組織学的検討が組織型・治療方針決定に有用であっ
た腹膜原発粘液性腺癌の 1 例 長尾沙智子（市立釧路総合病院）他

P3―24― 3. 子宮傍結合織原発の甲状腺腫性カルチノイドの症例 中原一成（浜の町病院）他
P3―24― 4. 卵巣悪性腫瘍との鑑別に難渋した腸間膜 GIST の一例

井口蓉子（稲城市立病院）他
P3―24― 5. 卵巣・子宮頸部に晩期再発した胃低分化型腺癌の一例 渡邉真理子（獨協医大）他
P3―24― 6. 骨盤内に認めた原発不明の扁平上皮癌の 2 例 谷口華子（横須賀共済病院）他
P3―24― 7. 進行卵巣癌術後に発生した非腫瘍性難治性腹水をコントロールし得た一例

秋山 梓（茨城県立中央病院）他
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第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑪
G510

14：10～15：10
Group 90 子宮体部腫瘍・症例検討 1

評価者：旭川医科大学 片山 英人

P3―25― 1. 術前に類内膜腺癌 G1 と診断された子宮体癌の検討；up grade 症例の傾向
今井一章（神奈川県立がんセンター）他

P3―25― 2. 子宮体部類内膜腺癌 G2 を再考する 小幡武司（金沢大）他
P3―25― 3. 子宮内膜癌 type 1 と type 2 の臨床病理学的特徴，臨床経過の比較

竹原也惠（国立がん研究センター中央病院）他
P3―25― 4. 当院における子宮体癌症例の後方視的検討

伏木 淳（JA とりで総合医療センター）他
P3―25― 5. 当院における子宮内膜癌 205 例についての検討 金尾世里加（市立貝塚病院）他
P3―25― 6. 子宮体癌 3 期症例に関する治療成績の検討 伊坂五沙（札幌医大）他
P3―25― 7. 多施設 子宮体部漿液性腺癌と明細胞腺癌の臨床的背景および生存予後の比較

岩崎慶大（中部悪性腫瘍研究会）他
P3―25― 8. 当院における子宮体部明細胞癌の検討

友野勝幸（呉医療センター・中国がんセンター）他
P3―25― 9. 急激な転帰を辿った子宮体部小細胞癌の 3 例 井関 隼（静岡赤十字病院）他
P3―25― 10. 排尿障害を契機に診断に至った囊胞性子宮腫瘤合併子宮体癌 2 症例の検討

武田晃子（神戸医療センター）他
P3―25― 11. 子宮体癌におけるリンパ管侵襲・静脈侵襲の臨床病理学的意義

若山明彦（琉球大）他
P3―25― 12. 当院における乳癌既往のある子宮体癌症例の検討 西村美帆子（宮崎大）他

14：10～15：10
Group 91 子宮体部腫瘍・症例検討 2

評価者：昭和大学藤が丘病院 市原 三義

P3―26― 1. 術前に異型内膜増殖症と診断されていた子宮体癌症例の検討
白石真理子（大阪労災病院）他

P3―26― 2. 当院における子宮内膜増殖症症例の後方視的検討
宮武 崇（泉州広域母子医療センター市立貝塚病院）他

P3―26― 3. 高アルカリフォスファターゼ血症を認めた子宮平滑筋肉腫の臨床的検討
実森万里子（堺市立総合医療センター）他

P3―26― 4. 当院で治療を行った子宮内膜間質肉腫の症例について
岡本三四郎（がん研有明病院）他

P3―26― 5. 子宮体部平滑筋腫瘍の 14 例 櫻井愛美（帯広厚生病院）他
P3―26― 6. 当院における子宮平滑筋肉腫 6 例の検討

田中あすか（泉州広域母子医療センター市立貝塚病院）他
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P3―26― 7. 子宮平滑筋肉腫に対し腹腔鏡手術を施行した 1 例 卜部優子（草津総合病院）他
P3―26― 8. 高度肥満・糖尿病のない子宮体癌患者における血中および組織内 Adiponectin，

Leptin の臨床的意義 上野大樹（愛知医大）他
P3―26― 9. 深い筋層浸潤を伴う子宮体癌におけるリンパ節転移の病理組織学的リスク因子解析

齊藤良玄（北海道大）他

14：10～15：10
Group 92 子宮体部腫瘍・腹腔鏡手術 1

評価者：富山県立中央病院 舟本 寛

P3―27― 1. 当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術 116 例の検討
近藤英司（がん研有明病院）他

P3―27― 2. 子宮体癌 IA 期に対する腹腔鏡下手術の成績
根津幸穂（自治医大さいたま医療センター）他

P3―27― 3. 当院における腹腔鏡下子宮体癌手術の治療成績 田中良道（大阪医大）他
P3―27― 4. 当院における早期子宮体癌に対する腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術導入への戦略と，そ

の検討 杉山太朗（東海大八王子病院）他
P3―27― 5. 当院における子宮体癌腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術症例の検討

佐野力哉（川崎医大）他
P3―27― 6. 当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術症例の検討 佐藤香月（岐阜大）他
P3―27― 7. 当科における子宮体がんに対する腹腔鏡下手術導入後の検討

平木宏一（済生会長崎病院）他
P3―27― 8. 当院における早期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術の導入

北井美穂（大阪警察病院）他

14：10～15：10
Group 93 子宮腫瘍・手術

評価者：石川県立中央病院 干場 勉

P3―28― 1. 腹腔鏡下子宮体癌根治手術時に子宮マニピュレーターを使用することの影響
町田弘子（University of Southern California, USA）

P3―28― 2. 子宮体癌における深部閉鎖リンパ節郭清の意義 棚瀬康仁（奈良県立医大）他
P3―28― 3. 開腹および鏡視下子宮体癌手術におけるセンチネルリンパ節マッピング試験の初期

報告 戸上真一（鹿児島大）他
P3―28― 4. 開腹および腹腔鏡下逆行性広汎子宮全摘出術の安全性・根治性・排尿機能の評価

北 正人（関西医大）他
P3―28― 5. 子宮体癌単発性リンパ節転移症例の検討 松浦基樹（がん研有明病院）他
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第 4日 4月 24 日（日） ポスター会場⑭
ホールE（展示ホール）

14：10～15：10
Group 94 胎盤 3

評価者：岩手医科大学 小山 理恵

P3―29― 1. 胎盤辺縁が内子宮口より 2cm 以内の低置胎盤症例における予定分娩方式と周産期
予後 神田昌子（大阪府立母子保健総合医療センター）他

P3―29― 2. 低置胎盤の経腟トライアルは許容されるか 丸山俊輔（大津赤十字病院）他
P3―29― 3. 前置（低置）胎盤症例における Late preterm 以降での胎盤位置評価の意義

生野寿史（大阪府立母子保健総合医療センター）他
P3―29― 4. 前置胎盤の周産期予後に与える予定帝王切開の時期の影響

金井麻子（大阪府立母子保健総合医療センター）他
P3―29― 5. 前置胎盤の帝王切開時子宮全摘症例についての検討

波多野芙美（三重中央医療センター）他
P3―29― 6. 低置胎盤における超音波異常所見と病態および周産期予後の関連

松原 翔（奈良県立医大）他
P3―29― 7. 前置胎盤・低置胎盤の術中止血に対する，子宮圧迫縫合法の有用性

藤井雄太（加古川西市民病院）他
P3―29― 8. 前置胎盤症例における周術期管理に関する検討

松島幸生（国立成育医療研究センター）他
P3―29― 9. 前置胎盤に対する止血方法の検討 三輪一知郎（山口県立総合医療センター）他
P3―29― 10. 人工妊娠中絶術後に内膜ポリープ様を呈した胎囊 千田英之（岩手医大）他
P3―29― 11. 妊娠中期に異常な胎盤の肥厚を認め，診断に苦慮した一例

上田めぐみ（浜松医大）他

14：10～15：10
Group 95 胎盤 4

評価者：浜松医科大学 杉原 一廣

P3―30― 1. 妊娠 33 週で前置血管を診断し生児を得た一例 辻野太郎（神戸医療センター）他
P3―30― 2. 当院で診断し生児を得た前置血管の 2 例 前田雄岳（昭和大江東豊洲病院）他
P3―30― 3. 癒着胎盤にて子宮全摘術を施行し，子宮の静脈内に絨毛組織を認めた一例

伊藤 聡（名古屋第二赤十字病院）他
P3―30― 4. 常位胎盤早期剝離の発症における網羅的 methylation 解析

金野 潤（東京女子医大）他
P3―30― 5. 当院で経験した癒着胎盤症例におけるリスク因子の検討

上野尚子（市立広島市民病院）他
P3―30― 6. 胎盤実質の欠損部位が内子宮口に付着したことが原因と考える前置血管の 1 例

山下 薫（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター）他
P3―30― 7. 胎盤の虚血は可視化できるか？ 水谷輝之（名古屋第二赤十字病院）他
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P3―30― 8. 胎盤単位体積血流量の算定による局所絨毛血流定量化の試み
内田雄三（山梨県立中央病院）他

P3―30― 9. 当院で経験した CAOS の 3 症例 岡部倫子（市立広島市民病院）他
P3―30― 10. Villitis of unknown etiology（VUE）47 症例の臨床像 古田直美（浜松医大）他

14：10～15：10
Group 96 周産期ネットワーク

評価者：国立成育医療研究センター 谷垣 伸治

P3―31― 1. 災害時妊産婦救護を用いた地域連携への取り組みと組織横断的ネットワークの可能
性 新井隆成（恵寿総合病院）他

P3―31― 2. 当院に搬送されたスーパー母体救命搬送症例についての検討
阿部雄悟（日本赤十字社医療センター）他

P3―31― 3. 産科危機的出血に対応した搬送ネットワーク構築の効果 大場 隆（熊本大）他
P3―31― 4. 都心南部直下地震時の急性期分娩対応における神奈川県の課題

服部響子（北里大）他
P3―31― 5. 多職種からなる周産期急変対応チームの育成講習について 長田久夫（千葉大）他
P3―31― 6. DMAT 車（Disaster Medecal Assistance Team）での地域周産期救急への取り組み

について 角田紗保里（県立西宮病院）他
P3―31― 7. 総合防災訓練における母体・新生児の模擬搬送の試み

鈴木 真（亀田総合病院）他
P3―31― 8. 包括的な妊娠前管理センター（PCC）の開設による成育医療の確立

谷垣伸治（成育医療研究センター）他
P3―31― 9. 地域周産期センターが分娩を中止する前後の状況と再開にむけての対策

山中郁仁（小樽協会病院）他
P3―31― 10. 山口県における母体搬送・新生児搬送の年次推移と周産期予後

佐世正勝（山口県立総合医療センター）他

14：10～15：10
Group 97 社会問題

評価者：宮崎大学 児玉 由紀

P3―32― 1. 臍帯血バンクとともに歩んだ臍帯血採取施設の取り組み
原 澄子（東京衛生病院）他

P3―32― 2. 非血縁者間臍帯血造血幹細胞移植の現況と造血幹細胞提供推進法制定後の問題点の
考察 正岡直樹（東京女子医大八千代医療センター）

P3―32― 3. 当地域における多胎登録症例の解析 河村隆一（静岡県立こども病院）他
P3―32― 4. スマートフォンアプリを用いて，胎児超音波写真と検査結果をデジタルデータとし

て提供することは有用か？ 杉田匡聡（NTT 東日本関東病院）他
P3―32― 5. 覚醒剤使用歴のある褥婦に対し，尿検査で覚醒剤陽性を確認し新生児を保護した症

例 山崎 亮（済生会吹田病院）他
P3―32― 6. 当院における外国人妊婦の管理について 松本有紀（日本バプテスト病院）他
P3―32― 7. 東京都心部における中期中絶の社会的背景に関する研究 末田雅美（浜田病院）他
P3―32― 8. 分娩選択施設からみた妊婦の心理的背景の検討 白土なほ子（昭和大）他
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P3―32― 9. 大阪府における妊産婦死亡の検討 吉松 淳（国立循環器病研究センター）他

14：10～15：10
Group 98 早産 2

評価者：広島大学 三好 博史

P3―33― 1. 妊娠初期の腟分泌物培養検査は流早産予防に関与するか 鈴井 泉（岡山大）他
P3―33― 2. 当センターにおける切迫早産管理中の分娩症例についての検討

鈴木 朋（国立成育医療研究センター）他
P3―33― 3. 切迫早産治療終了後に late preterm にて早産に至る因子の検討

鈴木幸之助（日本赤十字社医療センター）他
P3―33― 4. 切迫早産に対する頸管縫縮術は入院日数を短縮できるか

西岡利泰（勤医協札幌病院）他
P3―33― 5. 細菌性腟症：塗抹所見別に見た治療への反応の違いと早産症例の検討

高橋典子（古賀総合病院）他
P3―33― 6. 子宮収縮抑制剤の静脈内投与を行った切迫早産，pPROM 症例における児の短期予

後を不良とする母体因子の検討 武藤 愛（久留米大）他
P3―33― 7. 佐賀県における早産予防の取り組み 大隈香奈（佐賀大）他
P3―33― 8. 子宮収縮抑制剤投与と早産児における脳性麻痺に関する研究

船越 徹（兵庫県立こども病院周産期医療センター）
P3―33― 9. Candida albicans による絨毛膜羊膜炎により早産及び新生児深在性真菌感染症に

至った 1 例 森 亮（高知大）他
P3―33― 10. 当院における，合成吸収糸を使用した予防的経管縫縮術における有用性と安全性の

検討 障子章大（加古川西市民病院）他
P3―33― 11. 当院における超早産児の神経学的長期予後と関連する周産期因子の検討

増子寛子（埼玉医大総合医療センター）他
P3―33― 12. 当院における早産分娩と母体の妊娠前の体格に関する検討

和田真沙美（東京女子医大八千代医療センター）他

14：10～15：10
Group 99 早産 3

評価者：信州大学 大平 哲史

P3―34― 1. 後期早産期における塩酸リトドリンによる子宮収縮抑制療法の妊娠期間延長効果
奥 聡（北海道病院）他

P3―34― 2. 当院におけるプロゲステロン製剤投与症例の検討 瀬尾百合子（亀田総合病院）他
P3―34― 3. Physical Examination�indicated Cerclage を施行した単胎妊娠の早産リスク因子

川村裕士（大阪府立母子保健総合医療センター）他
P3―34― 4. 切迫早産治療における硫酸マグネシウム投与と児への影響

仲谷美沙子（磐田市立総合病院）他
P3―34― 5. 切迫早産の母体搬送症例における妊娠延長期間の検討

成冨祥子（大阪府済生会吹田病院）他
P3―34― 6. pPROM における 48 時間以上の tocolysis の有用性

中村祐子（横浜市立大市民総合医療センター）他
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P3―34― 7. 妊娠 30 週未満の早産児における長期予後不良因子に関する検討
八幡 環（和歌山県立医大）他

P3―34― 8. 子宮収縮抑制剤投与後に 7 日未満で分娩となる切迫早産の母体因子の検討
堀之内崇士（久留米大）他

P3―34― 9. 当科におけるモノフィラメント糸による頸管縫縮術の治療成績
森田聡美（高知大）他

P3―34― 10. 自然後期流産，早産の胎盤では有意に Ureaplasma，Mycoplasma と細菌混合感染が
高率で，適切な抗菌薬治療により妊娠延長が期待できる 米田徳子（富山大）他

P3―34― 11. 頭蓋内腫瘍摘出術後の切迫早産管理：血圧変動制御のために硫酸マグネシウムを選
択した 1 症例 岩澤卓也（秋田大）他

14：10～15：10
Group 100 胎児異常 3

評価者：埼玉医科大学総合医療センター 馬場 一憲

P3―35― 1. 当科で管理した妊娠 22 週以前に胎児異常を指摘された症例についての検討
前田佳紀（榊原記念病院）他

P3―35― 2. 増大傾向を示した胎児腹部腫瘤の一例 藤崎 碧（宮崎大）他
P3―35― 3. 当院で経験した胎児横隔膜ヘルニア 10 症例についての検討 松澤聡史（宮崎大）他
P3―35― 4. 胎児期に原因不明の胎児巨大膀胱，両側水腎症を呈した 1 例

山本彩加（倉敷中央病院）他
P3―35― 5. 胎児期に発症したと考えられる新生児脊髄出血の 1 例 高倉 翔（三重大）他
P3―35― 6. 無脾・多脾症候群における消化管異常症の出生前診断に関する検討

大岡尚実（長野県立こども病院）他
P3―35― 7. 先天性横隔膜ヘルニア症例における胎児 MRI の有用性 土井結美子（山口大）他
P3―35― 8. 当院における先天性消化管閉鎖 21 症例の臨床的検討 片山陽介（広島市民病院）他
P3―35― 9. 当院における胎児胸水症例 11 例の後方視的検討 才津義亮（富山大）他
P3―35― 10. 胎児仙尾部奇形腫についての検討 野村佳美（名古屋市立大）他
P3―35― 11. 妊娠中に高度の羊水過多を認め，出生後の喉頭内視鏡で診断された気管無形成症の

一例 村上幸治（旭川医大）他
P3―35― 12. 胎児腸管異常を指摘され当院に紹介された 41 例の検討

関口 太（神奈川県立こども医療センター）他

14：10～15：10
Group 101 胎児異常 4

評価者：琉球大学 正本 仁

P3―36― 1. 18 トリソミーに VUE を合併し，重篤な FGR を示した 1 症例
向 亜紀（浜松医大）他

P3―36― 2. Down 症候群の母児周産期予後に関する検討 蔵本昭孝（熊本市民病院）他
P3―36― 3. 当院で経験した TRAP sequence 4 例の治療方法についての検討

北代祐三（福岡市立こども病院）他
P3―36― 4. Twin reversed arterial perfusion（TRAP）sequence の 3 例―胎児治療の適応基準と

治療時期の再検討について― 今井更衣子（兵庫県立尼崎総合医療センター）他
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P3―36― 5. 出生前に 18 トリソミーと診断された児の周産期予後に関する検討
浅沼栄里（聖隷浜松病院）他

P3―36― 6. 出生前に羊水過多症を呈する 22q11.2 欠失症候群に関する検討
瀬山貴博（長野県立こども病院）他

P3―36― 7. 当院で出生した 13 トリソミー症候群 45 例の検討
長瀬寛美（神奈川県立こども医療センター）他

P3―36― 8. 妊娠 22 週以降発症の胎児水腫 144 例から検討した IUFD の予後予測因子
板井俊幸（神奈川県立こども医療センター）他

P3―36― 9. 胎児期発症と考慮した血球貪食症候群の 1 例 横峯正人（聖マリア病院）他
P3―36― 10. 当院で経験した 8 番染色体トリソミーモザイク（8�TM，Warkany 症候群）の 2

症例～当院における染色体検査 1707 例の成績報告も含め～
川俣美帆（天使病院）他

P3―36― 11. 完全大血管転位における冠動脈走行の出生前評価 加地 剛（徳島大）他

14：10～15：10
Group 102 出生前診断 2

評価者：北里大学 望月 純子

P3―37― 1. 当院における出生前確定的検査（絨毛採取・羊水穿刺）の現況
中村 靖（FMC 東京クリニック）他

P3―37― 2. 出生前に診断した染色分体早期解離/多彩異数性モザイク症候群の一例
山口智子（宮崎大）他

P3―37― 3. 母体血胎児染色体検査導入による羊水染色体検査症例の検討
玉置優子（東邦大大森病院）他

P3―37― 4. 妊娠初期胎児精査外来による羊水検査症例の検討 佐野 匠（大阪医大）他
P3―37― 5. 当科における過去 10 年間の羊水染色体検査の動向：前後 5 年間を比較した時系列

研究 中澤浩志（兵庫県立こども病院）他
P3―37― 6. 当施設の羊水穿刺症例からみえてくる出生前診断の傾向と課題

本田智子（熊本大）他
P3―37― 7. 当院における出生前遺伝学的検査の動向 宮上景子（昭和大）他
P3―37― 8. Nuchaltranslucency を中心とした 1,555 例の妊娠初期胎児超音波精査の検討

藤田太輔（大阪医大）他
P3―37― 9. 妊娠 22 週未満の羊水染色体検査にて染色体疾患と診断されたときの妊娠帰結

小川紫野（名古屋市立大）他
P3―37― 10. 胎児染色体異常の予測診断における NT と羊膜絨毛膜分離の組み合わせの有用性

四元房典（福岡大）他

14：10～15：10
Group 103 産科手術 2

評価者：日本医科大学 澤 倫太郎

P3―38― 1. 分娩後 9 日目に診断され修復された子宮後壁破裂症例 西川茂樹（高槻病院）他
P3―38― 2. 腹腔鏡下マニピュレーター穿孔の既往で妊娠 32 週に子宮破裂をきたした 1 例

黄 彩実（ベルランド総合病院）他

2016年 2 月 325（S―173）プログラム

24
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム



P3―38― 3. わが国の主要施設における Robson Ten Group Classification System（RTGCS）と
ローレンツ曲線を用いた帝王切開に関する検討 小野哲男（滋賀医大）他

P3―38― 4. 当院における帝王切開子宮創部の縫合方法の比較―2 層縫合と単結節 1 層縫合―
上野麻理子（東京女子医大東医療センター）他

P3―38― 5. 当科における反復帝王切開時の癒着に関する検討 鈴木徹平（手稲渓仁会病院）他
P3―38― 6. 当院における超緊急帝王切開術の追加報告 赤石美穂（仙台市立病院）他
P3―38― 7. 当院における初回緊急帝王切開症例へ至る背景の検討

脇川晃子（高知医療センター）他
P3―38― 8. 陰圧吸引療法を用いて分層植皮の固定を行った帝王切開術後難治性皮膚潰瘍の 1 例

山田敦子（越谷市立病院）他
P3―38― 9. 帝王切開皮膚縫合に関する検討 武田真由子（三重中央医療センター）他
P3―38― 10. 死戦期帝王切開：当科における術後救急搬入の母体管理の経験と院内体制構築の試

み 森内 芳（京都大）他

14：10～15：10
Group 104 合併症妊娠 6

評価者：岡山大学 増山 寿

P3―39― 1. 巨大な頸部筋腫を有する不全流産に対し，腹式流産手術を施行した 1 例
河野通晴（諌早総合病院）他

P3―39― 2. 妊娠 13 週の筋腫分娩に経腟的核出術を施行した一例 小原幹隆（平鹿総合病院）
P3―39― 3. 胎盤に接した巨大子宮筋腫に対し，妊娠 14 週で子宮筋腫核出術を施行し妊娠継続し

えた 1 例 樫野千明（三豊総合病院）他
P3―39― 4. 妊娠初期に茎捻転をおこした massize ovarian edema の一例

家村阿紗子（日赤和歌山医療センター）他
P3―39― 5. 妊娠中茎捻転を起こした Hyperreactio Luteinalis の一例

太田沙緒里（済生会吹田病院）他
P3―39― 6. 厳重な周産期管理を要した既往子宮術後妊娠の 2 例 中野知子（名古屋大）他
P3―39― 7. 妊娠 24 週に子宮表在血管破裂による腹腔内出血を来した 1 例

松本みお（石川県立中央病院）他
P3―39― 8. 子宮筋層内に胎児成分が遺残した子宮穿孔に対し修復術を施行し，術後に経腟分娩

で生児を得た 1 例 田野 翔（トヨタ記念病院）他
P3―39― 9. 子宮動静脈奇形に対する待機療法の可能性について 銘苅桂子（琉球大）他
P3―39― 10. 卵巣動静脈奇形からの出血により後腹膜血腫をきたし開腹止血術で救命し得た一例

小野木さちえ（聖路加国際病院）他
P3―39― 11. 自然妊娠経腟分娩後産褥期に急性増悪した Hyperreactio luteinalis の一例

中司匡哉（防衛医大）他
P3―39― 12. 妊娠中に発症した付属器茎捻転症例の臨床的特徴の検討

森川恵司（市立広島市民病院）他
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14：10～15：10
Group 105 合併症妊娠 7

評価者：昭和大学横浜市北部病院 市塚 清健

P3―40― 1. 妊娠中の歯科治療が妊娠分娩転帰に及ぼす影響 値賀さくら（熊本大）他
P3―40― 2. 全身性エリテマトーデス合併妊娠における抗リン脂質抗体保有と抗リン脂質抗体症

候群関連妊娠合併症に関する検討 金子佳代子（国立成育医療研究センター）他
P3―40― 3. ギランバレー症候群合併妊娠の 3 例 永昜洋子（大阪医大）他
P3―40― 4. 妊娠初期に発症した Guillain�Barre 症候群の 1 例 横峯大策（鹿児島大）他
P3―40― 5. 妊娠後期に羊水過多を呈した Sturge�Weber 症候群の 1 例

和田あずさ（JCHO 大阪病院）他
P3―40― 6. 妊娠中に膿疱性乾癬（汎発型）の管理を必要とした 2 例 宮川知保（近畿大）他
P3―40― 7. 妊娠中に発症し産後に偽性 Gitelman 症候群と診断した 1 例

山内佑允（トヨタ記念病院）他
P3―40― 8. 妊娠悪阻を契機に著明な低カリウム血症を呈したシェーグレン症候群合併妊娠の一

例 矢野紘子（兵庫県立尼崎総合医療センター）他
P3―40― 9. 重症妊娠悪阻から Wernicke 脳症を発症した症例 箕浦 彩（大阪医大）他
P3―40― 10. 開腹歴のない妊娠 7 週で発症した傍直腸窩ヘルニアによるイレウスの一例

上原知子（坂総合病院）他

14：10～15：10
Group 106 合併症妊娠 8

評価者：昭和大学江東豊洲病院 大槻 克文

P3―41― 1. 当院で経験した Partial D 妊産婦の一例 三浦自雄（岩手県立大船渡病院）他
P3―41― 2. 抗 NMDA 受容体抗体脳炎による心肺停止から回復後，自然妊娠し生児を得た一例

玉田祥子（岡山大）他
P3―41― 3. 妊娠中発症の多発性筋炎・切迫早産例 小古山学（自治医大）他
P3―41― 4. 分娩後に診断された混合性結合組織病の 1 例 藤井 肇（磐田市立総合病院）他
P3―41― 5. 妊娠中に発症して対応に難渋した大腿外側皮神経痛の 2 症例

香林正樹（愛染橋病院）他
P3―41― 6. 妊娠経過中に薬剤性味覚障害をきたした 1 例 大西俊介（大和郡山病院）他
P3―41― 7. 慢性疼痛に対し，長期間高用量オピオイド投与中に自然妊娠し，健児を得た一例

中川一平（長野赤十字病院）他
P3―41― 8. Castleman 病合併妊娠の 1 例 三塚加奈子（東海大）他
P3―41― 9. 妊娠中に劇症 1 型糖尿病を発症して代謝性アシドーシスを来たし新生児死亡に至っ

た 1 例 岸本倫太郎（帝京大）他
P3―41― 10. 上腹部痛で初発し胎児機能不全に対する超緊急帝王切開後に判明した劇症 1 型糖尿

病の一例 田中佑佳（国際医療福祉大）他
P3―41― 11. 妊娠中期に発症した重症敗血症の一例 熊澤理紗（浜松医大）他
P3―41― 12. 小児神経芽腫陽子線治療による慢性腸間膜動脈虚血合併症例の 2 妊娠

新 夏樹（筑波大）他
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14：10～15：10
Group 107 合併症妊娠 9

評価者：奈良県立医科大学 佐道 俊幸

P3―42― 1. 当院で経験した分類不能型免疫不全症の妊娠・出産に関する検討
江川真希子（医科歯科大）他

P3―42― 2. 妊娠を契機に診断された遺伝性血管性浮腫の 1 症例 後藤清美（大分県立病院）他
P3―42― 3. 神経線維腫症 I 型（レックリングハウゼン病）合併妊娠の 3 症例の報告

天谷優介（福井大）他
P3―42― 4. 突然発症した Pheochromocytoma Multisystem Crisis により妊娠 38 週で子宮内胎

児死亡となるも母体救命し得た 1 例 岩瀬 純（聖路加国際病院）他
P3―42― 5. 妊娠 41 週で分娩第 1 期に卵管捻転をきたした 1 例

宮本真由子（JCHO 大阪病院）他
P3―42― 6. 当院における慢性腎疾患合併妊娠の検討 石橋真輝帆（福島県立大）他
P3―42― 7. リンパ脈管筋腫症（Lymphangioleiomyomatosis：LAM）合併妊娠の 2 例

大隈良一（佐賀大）他
P3―42― 8. 内視鏡的経鼻胆囊ドレナージ（ENGBD）により妊娠期間を延長できた胆道拡張症の

1 例 真川祥一（済生会松阪総合病院）他
P3―42― 9. 妊娠中の歩行障害とレントゲン検査を契機に診断された臼蓋形成不全の 3 例

太田 創（昭和大江東豊洲病院）他
P3―42― 10. 当院で経験した May�Hegglin 異常症合併妊娠の一例

小田原圭（昭和大藤が丘病院）他
P3―42― 11. 新生児同種免疫性血小板減少症の 2 例；過去の妊娠で児が新生児同種免疫性血小板

減少症を発症した女性の周産期管理 上中美月（神戸大）他
P3―42― 12. 胎動 10 カウント法が母児間輸血症候群の早期診断に有用であった 1 例

仁儀明納（伊勢赤十字病院）他

14：10～15：10
Group 108 分娩管理 2

評価者：愛媛大学 松原 圭一

P3―43― 1. 当院における頭位経腟分娩の分娩時間・出血量に関する検討
清久里菜（厚生中央病院）他

P3―43― 2. Perfusion index を用いた分娩時の母体モニタリングの検討 田中博明（三重大）他
P3―43― 3. 当科における骨盤位分娩に関する検討 天雲千晶（香川大）他
P3―43― 4. 分娩中経腟的羊水注入による帝王切開回避と関連する要因についての検討

村瀬紗姫（長良医療センター）他
P3―43― 5. 初産・経産別にみた分娩時合併症の後方視的検討～経産婦はローリスクなのか？～

川邊絢香（蕨市立病院）他
P3―43― 6. 分娩中の心拍出量モニタリングに関する検討

澤田雅美（国立循環器病研究センター）他
P3―43― 7. 非侵襲的連続心拍出量モニターを利用した経腟分娩直後の循環評価

七條あつ子（徳島大）他
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P3―43― 8. 当院における骨盤位外回転術の検討 松山達也（愛染橋病院）他
P3―43― 9. 指接着型胎児オキシメーターを用いた分娩時モニタリング

内田季之（浜松医大）他
P3―43― 10. 骨盤位から頭位への自然回転に塩酸リトドリンが及ぼす影響

高橋玄徳（平鹿総合病院）他
P3―43― 11. 子宮頸管エラストグラフィーを用いた分娩時期の予測に関する検討

島岡昌生（近畿大）他
P3―43― 12. 22 週未満の既往帝王切開/子宮手術後妊娠での gemeprost による陣痛誘発

野口翔平（聖隷浜松病院）他
P3―43― 13. 新生児管理および搬送を要した症例についての検討

武田智幸（札幌白石産科婦人科病院）他

14：10～15：10
Group 109 胎児・新生児の生理

評価者：宮崎大学 川越 靖之

P3―44― 1. 分娩前に Checkmark fetal heart rate pattern を示し，胎便吸引症候群を生じた一例
進藤亮輔（横浜市立大市民総合医療センター）他

P3―44― 2. 聴覚と胎児行動の検討 丸茂元三（丸茂レディースクリニック）他
P3―44― 3. 臍帯動脈血乳酸値についての検討 川崎いずみ（佐賀大）他
P3―44― 4. Late�preterm 期の SGA 児の羊水ラメラ体と新生児呼吸障害からみた肺成熟の検

討 島岡竜一（高山赤十字病院）他
P3―44― 5. 正常単胎妊娠における臍帯血ビタミン D 濃度と季節変動の関係

中山聡一朗（徳島大）他
P3―44― 6. 妊娠週数による胎動占有割合の変化と特徴―妊婦就寝中の FMAM recorder での

計測― 鎌田英男（帝京大）他
P3―44― 7. 位相差トラッキング法を用いた胎児脈圧の計測および拍動流ポンプを用いた血液循

環モデルによる実験 室本 仁（東北大）他
P3―44― 8. 妊娠中期から後期への臍帯静脈血流量変化が周産期管理の指標になる

瀧田寛子（昭和大）他
P3―44― 9. 胎生期の低栄養が小胞体ストレス応答を介して成長後の児の脂肪肝発症リスク形成

に関与する可能性について 村松慧子（浜松医大）他
P3―44― 10. 胎児心拍数モニタリング自動判別システムの有効性と問題点

村林奈緒（三重大）他
P3―44― 11. 妊娠 36 週の臍帯静脈ドプラ計測と分娩時 NRFS の関連についての検討

新垣達也（昭和大）他

14：10～15：10
Group 110 分娩管理 3

評価者：国立病院機構横浜医療センター 奥田 美加

P3―45― 1. 分娩後の下大静脈径計測の有用性に関する検討 小谷野麻耶（昭和大）他
P3―45― 2. 出産年齢と周産期管理の問題点を当院における傾向から考える

柴田真由（中部ろうさい病院）他

2016年 2 月 329（S―177）プログラム

24
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム



P3―45― 3. 若年妊婦の妊娠・分娩およびその社会的支援の検討
川崎正憲（市立安佐市民病院）他

P3―45― 4. 当院の高年初産婦における年齢が分娩所要時間，出血量，妊娠合併症に与える影響
についての検討 宮村知弥（日本赤十字社医療センター）他

P3―45― 5. 当院における高齢出産についての検討 八木茉莉（大阪労災病院）他
P3―45― 6. 母乳育児の成否に関する要因についての検討 青山和史（諏訪中央病院）他
P3―45― 7. 腰痛を呈する妊婦へ理学療法としての腹横筋エクササイズ効果

布施陽子（文京学院大）他
P3―45― 8. 産科救急における Focused Assessment With Sonography for Obstetrics

（FASO）の有用性に関する検討 大場智洋（昭和大）他
P3―45― 9. 当院における高齢妊娠の検討 岩動ちず子（岩手医大）他
P3―45― 10. 産褥性子宮内反症に対する非観血的用手整復術の検討

岡田真希（JCHO 徳山中央病院）他
P3―45― 11. 無症候性に発症した産褥期卵巣静脈血栓症の 3 例 岩橋秀樹（防衛医大）他
P3―45― 12. 産褥腟壁外陰血腫の治療法選択の指標を考える 津曲綾子（筑波大）他

14：10～15：10
Group 111 妊娠・分娩の病理 2

評価者：防衛医科大学校 笹 秀典

P3―46― 1. 妊娠中にヘパリンを使用した妊婦についての検討
栗岡裕子（島根県立中央病院）他

P3―46― 2. 流産の原因としての α フィブリノゲン Thr312Ala 遺伝子多型について
神元有紀（三重大）他

P3―46― 3. 反復流産病態における妊娠初期頸管粘液中の IL�33 と cathepsin G の関与
後藤志信（名古屋市立大）他

P3―46― 4. 7 回の流産を経て生児を得た 1 例：フィブリノゲン遺伝子異常合併妊娠
岡本幸太（三重大）他

P3―46― 5. 筋強直性ジストロフィー 25 家系から分析した周産期リスクの考察と生殖医療介入
の意義を考える 仙波宏史（慶應大）他

P3―46― 6. 当院で分娩管理した生殖補助医療後妊娠症例の検討 濱田 春（横浜労災病院）他
P3―46― 7. 双胎妊娠における ART 妊娠と non�ART 妊娠の分娩転帰に関する検討

水野 祥（日赤医療センター）他
P3―46― 8. 当院における妊娠方法別の周産期予後についての検討

今中聖悟（奈良県総合医療センター）他

14：10～15：10
Group 112 妊娠中の栄養・代謝 2

評価者：藤田保健衛生大学 西澤 春紀

P3―47― 1. 妊娠糖尿病妊婦に対する分娩中血糖値の積極的管理を行っていない施設における短
期的な新生児合併症 笠原佑太（深谷赤十字病院）他

P3―47― 2. 妊娠糖尿病管理における 1,5�anhydroglucitol（1,5�AG）の有用性についての検討
金森 玲（堺市立総合医療センター）他
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P3―47― 3. 妊娠初期に診断された妊娠糖尿病例の糖代謝異常重症度に関する検討
秋葉洋平（慶應大）他

P3―47― 4. 非妊時肥満度別にみた GDM 妊婦の妊娠中のインスリン動態
釘島ゆかり（長崎医療センター）他

P3―47― 5. 妊娠糖尿病および 2 型糖尿病合併妊娠の次回妊娠について
西岡美喜子（三重大）他

P3―47― 6. One carbon metabolism に関与する母体血清ビタミン B12（VB12），葉酸，総ホモシ
ステイン値の妊娠期間中の変動 中西美紗緒（国立国際医療研究センター）他

P3―47― 7. 母体のオリゴ糖摂取による児のアレルギー予防に関する臨床研究（第 2 報）
田村みどり（聖マリアンナ医大横浜市西部病院）他

P3―47― 8. 妊娠初期における身体活動および栄養摂取状況と耐糖能異常との関連の検討
田中康弘（田中ウィメンズクリニック）他

P3―47― 9. 出生前の低栄養が成熟後の炎症ストレスに対する発熱反応と摂食抑制反応に及ぼす
影響 馬依拉伊利亜斯（徳島大）他

P3―47― 10. つわりを考慮した妊娠初期妊婦における食物摂取頻度調査票の妥当性研究
小川浩平（国立成育医療研究センター）他

P3―47― 11. 妊娠初期・中期におけるビタミン摂取量評価のための食物摂取頻度調査票の妥当性
検討 左 勝則（国立成育医療研究センター）他

14：10～15：10
Group 113 異所性妊娠 1

評価者：日本医科大学 桑原 慶充

P3―48― 1. 帝王切開瘢痕部妊娠 5 症例の検討
河田真由子（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他

P3―48― 2. 異所性妊娠における術前 hCG 値と臨床所見に関する検討
小林智子（和歌山県立医大）他

P3―48― 3. わが国における胎児心拍陽性の頸管妊娠の治療について
星野達二（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P3―48― 4. 卵管妊娠切除後の切除側遺残卵管に妊娠した 4 症例
八並直子（佐賀県医療センター好生館）他

P3―48― 5. 卵管妊娠に対してメトトレキサート（MTX）全身投与を施行した 60 症例の転帰
神垣多希（埼玉医大）他

P3―48― 6. 異所性妊娠に対するメソトレキセート療法の後方視的検討
明石英彦（済生会川口総合病院）他

P3―48― 7. 妊娠初期に診断されず分娩まで至った帝王切開瘢痕部妊娠の 3 例
橋本崇史（鹿児島市立病院）他

P3―48― 8. 異なる管理法とした子宮頸管峡部妊娠（cervico�isthmic pregnancy）の 2 例
河 元洋（奈良県総合医療センター）他

P3―48― 9. 当科で経験した腹膜妊娠 2 症例の検討 宮本瞬輔（大阪医大）他
P3―48― 10. 子宮温存が可能であった子宮頸管妊娠の 1 例 岩垂純平（金沢大）他
P3―48― 11. 当院における異所性妊娠症例の臨床的解析 小林剛大（豊見城中央病院）他
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P3―48― 12. 異所性妊娠におけるダイナミック MRI の有用性に関する検討
清水亜麻（兵庫県立西宮病院）他

14：10～15：10
Group 114 異所性妊娠 2

評価者：近畿大学 飛梅 孝子

P3―49― 1. 帝王切開瘢痕部妊娠に対してメソトレキセート全身投与後に腹腔鏡下妊娠除去術を
行い治癒に成功した 1 例 鶴賀哲史（帝京大ちば総合医療センター）他

P3―49― 2. 帝王切開瘢痕部妊娠に対してアルコール固定療法により妊孕能温存できた一例
柿沼敏行（国際医療福祉大）他

P3―49― 3. 尿妊娠反応陰性であった異所性妊娠破裂の一例 井手上隆史（熊本赤十字病院）他
P3―49― 4. hCG 低値時に異所性妊娠と早期診断され治療された症例についての検討

馬場 聡（帝京大ちば総合医療センター）他
P3―49― 5. 異所性妊娠に対するメソトレキサート療法の有用性についての検討

大野あゆみ（埼玉病院）他
P3―49― 6. 当院で経験した間質部妊娠術後の妊娠予後について 田邉康次郎（仙台市立病院）
P3―49― 7. 異所性妊娠根治術時の single�port laparoscopy と three�port laparoscopy の術後

疼痛に関する比較 竹林兼利（大分大）他
P3―49― 8. 異所性妊娠症例からみた腹腔鏡下内性器所見の後方視的検討

林 理雅（東邦大大森病院）他
P3―49― 9. 当院における異所性妊娠手術症例についての検討

多島呉羽（東京都立大塚病院）他
P3―49― 10. 当院における腹腔鏡手術療法，薬物療法後の異所性妊娠（卵管妊娠）の妊娠予後

大武慧子（箕面市立病院）他
P3―49― 11. 待機療法で hCG は陰性化したが，血腫が残存したため，腹腔鏡手術を行った腹膜妊

娠の一例 伊藤拓馬（長浜赤十字病院）他

14：10～15：10
Group 115 多胎妊娠

評価者：京都大学 近藤 英治

P3―50― 1. 多施設 双胎の分娩方法について―経腟か帝切か？―
佐藤幸保（京都大関連施設群）他

P3―50― 2. 正常経過をとる双胎妊娠における血小板数の推移
関口将軌（国立成育医療研究センター）他

P3―50― 3. 双胎妊娠に対する自己血貯血の有用性について～当院開院より 1 年半をふりかえっ
て～ 安藤 智（昭和大江東豊洲病院）他

P3―50― 4. 双胎間輸血症候群に対し，当院で胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術を施行した
症例の検討 前田隆嗣（鹿児島市立病院）他

P3―50― 5. 当院における双胎妊娠の検討 小林奈津子（横浜労災病院）他
P3―50― 6. 胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術後に開腹止血術を施行した 2 例

松下 充（聖隷浜松病院）他
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P3―50― 7. 双胎妊娠における妊娠中期の子宮下節を含めない頸管長の評価
深見武彦（日本医大）他

P3―50― 8. 一絨毛膜二羊膜双胎における妊娠中期の入院安静管理による周産期予後改善効果の
検討 中尾真大（三重中央医療センター）他

P3―50― 9. 双胎貧血�多血症候群を強く疑ったが，結果的に両児ともに貧血であり，帝王切開時
に母児間輸血症候群を発症したと考えられた 1 絨毛膜 2 羊膜双胎の 1 症例

大井理恵（愛育病院）他
P3―50― 10. 当院における discordant DD twins の児予後についての検討

矢内晶太（日本バプテスト病院）他
P3―50― 11. 二羊膜二絨毛双胎の妊娠前の母体体格ならびに妊娠中の栄養状態が胎児発育に及ぼ

す影響に関する後方視的分析 立花康成（東京女子医大東医療センター）他
P3―50― 12. 生児を得ることができた隔膜自然破綻を伴う一絨毛膜二羊膜双胎妊娠の 2 例

佐藤華子（京都大）他

14：10～15：10
Group 116 周産期の感染症 2

評価者：名古屋市立大学 鈴森 伸宏

P3―51― 1. 臍帯血プロカルシトニン値と胎盤組織所見との関連性に関する検討
金子政時（宮崎大）他

P3―51― 2. 子宮内感染例の帝切後の創離開への対策～創修復・子宮摘出・1 年後の修復：10 症
例の経験から～ 加藤大樹（高槻病院）他

P3―51― 3. 子宮頸部円錐切除術後に流早産を繰り返す難治性細菌性腟症に対するラクトフェリ
ン内服の効果 今井紀昭（八戸市立市民病院）他

P3―51― 4. 妊娠後期 GBS 検査における GBS 選択培地導入による検出率の変化
中村暁子（滋賀医大）他

P3―51― 5. 妊娠中に発症した化膿性仙腸関節炎の一例
小林史昌（日赤和歌山医療センター）他

P3―51― 6. 妊娠悪阻の治療中に長期静脈ルート留置により敗血症性ショックを来した 1 症例
志村宏太郎（大阪警察病院）他

P3―51― 7. 緊急帝王切開における産褥熱のリスク因子 山下暢子（西神戸医療センター）他
P3―51― 8. 当施設における周産期重症敗血症および敗血症性ショック症例の検

前中隆秀（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他
P3―51― 9. 帝王切開術後に Mycoplasma hominis 腹膜炎を発症した 3 例

大原雅代（神戸大）他
P3―51― 10. 帝王切開術後に腹腔内感染症を発症した 2 症例の検討

澤登幸子（昭和大江東豊洲病院）他
P3―51― 11. 周術期感染症の診断における帝王切開術後の血清プロカルシトニン測定の有用性

南谷智之（兵庫県立こども病院）他
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14：10～15：10
Group 117 妊娠高血圧症候群 3

評価者：富山大学 米田 哲

P3―52― 1. 重症妊娠高血圧症候群患者への経口降圧剤の降圧効果に関する後方視的検討
鈴木佳克（愛知医大）他

P3―52― 2. 急性妊娠脂肪肝が疑われた 33 歳女性例 高瀬美希（新潟市民病院）他
P3―52― 3. 当院における子癇発作をきたした 4 症例と P/C 比の検討

藤川恵理（泉州広域母子医療センターりんくう総合医療センター）他
P3―52― 4. 不育症に対する妊娠早期の低用量アスピリン投与（ASA）の妊娠高血圧症候群の予

防効果について 平野友美加（岡山大）他
P3―52― 5. 心疾患合併妊婦の妊娠高血圧症候群発症に関する検討

岩永直子（国立循環器病研究センター）他
P3―52― 6. 妊娠後期前半の血清 LIGHT を用いた妊娠高血圧腎症の発症予知

平嶋周子（自治医大）他
P3―52― 7. 白衣高血圧及び真性高血圧における妊娠高血圧腎症発生率

大口昭英（自治医大）他
P3―52― 8. 妊娠 20 週以降に血圧の上昇は認めるものの尿蛋白の出現は伴わない本態性高血圧

合併妊娠の妊娠分娩転帰 長嶋亜巳（横浜市立大市民総合医療センター）他
P3―52― 9. 妊娠性アンチトロンビン欠乏症における肝機能異常に関する後方視的検討

森川 守（北海道大）他
P3―52― 10. 当院における子宮内胎児死亡を伴う常位胎盤早期剝離に対し経腟分娩を試みた症例

に関する検討 重光愛子（奈良県立医大）他
P3―52― 11. 胎児死亡を伴う常位胎盤早期剝離の分娩様式：過去 20 年間の検討

井上彩美（京都大）他

14：10～15：10
Group 118 ART・予備能低下

評価者：都立墨東病院 久具 宏司

P3―53― 1. 40 歳以上で AMH が良好な症例に対する ART における至適排卵誘発法に関する
検討 立花かほり（埼玉医大総合医療センター）他

P3―53― 2. 低刺激採卵周期における併用ゴナドトロピン製剤の比較解析～LH 補充の臨床的意
義 小野修一（日本医大）他

P3―53― 3. 卵巣予備能低下者に対するレトロゾールを用いた体外受精の治療成績
木村文則（滋賀医大）他

P3―53― 4. 加齢性の卵巣機能低下に対する経口避妊薬の効果の検討と最適な使用期間の検討
磯野 渉（東京大）他

P3―53― 5. 不妊症患者子宮内膜および末梢血 NK 細胞における NCR 発現とサイトカイン産生
と臨床成績 福井淳史（弘前大）他

P3―53― 6. 早発卵巣不全（POI）症例に対するホルモン補充療法の臨床成績～卵巣機能低下が卵
子の質へ与える影響～ 吉岡伸人（聖マリアンナ医大）他
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P3―53― 7. 抗ミュラー管ホルモン低値不妊症例の治療成績に関する検討
中村康彦（山口県立総合医療センター）他

P3―53― 8. 新試薬アクセス AMH の導入にあたり～JISART 多施設間での AMH GEN II との
比較検討 山本貴寛（神谷レディースクリニック）他

14：10～15：10
Group 119 ART・男性不妊

評価者：札幌医科大学 遠藤 俊明

P3―54― 1. TESE�ICSI における凍結精子と新鮮精子の検討 山本由理（徳島大）他
P3―54― 2. 卵細胞質内精子注入法（ICSI）症例における最適な精子回収法についての検討～同

一治療周期における射出精子および精巣精子を用いた ICSI の臨床成績の比較検
討～ 菅沼亮太（福島県立医大）他

P3―54― 3. 人工卵管を用いる高効率媒精における少数精子取扱法の検討
兼子 智（東京歯科大市川総合病院）他

P3―54― 4. 高度受精障害に対する新しい卵子活性化法の取り組み～細胞学的評価法と Ca オシ
レーションのパターン解析の比較検討～

山口貴史（セントマザー産婦人科医院）他
P3―54― 5. 精漿におけるメタボローム解析と精子運動機能 甲斐由布子（大分大）他
P3―54― 6. ヒト ICSI 胚盤胞期胚の遺伝子発現の特徴 高木清考（亀田総合病院）他
P3―54― 7. 甲状腺スクリーニング検査実施前後の ART 治療成績に関する検討

湯 暁暉（加藤レディスクリニック）他
P3―54― 8. 総排泄腔遺残症に対し体外受精を行い生児を獲得した一症例

加藤 徹（兵庫医大）他
P3―54― 9. 重症 OHSS に卵巣破裂を合併し開腹止血術を要した一例

尹 純奈（JCHO 大阪病院）他

14：10～15：10
Group 120 ART・胚培養

評価者：自治医科大学 鈴木 達也

P3―55― 1. 凍結解凍操作はタイムラプス観察で認められるマウス胚の収縮運動を増加させる
下田勇輝（秋田大）他

P3―55― 2. 新鮮単胚移植後生児獲得例からみた凍結 sibling embryo による次子獲得予測の臨
床的検討 植草良輔（豊橋市民病院）他

P3―55― 3. 40 歳以上の不妊治療患者に対する胚盤胞移植成績に影響する胚盤胞形態因子
中村美也子（オーク住吉産婦人科）他

P3―55― 4. 体外受精における胚盤胞到達率に関与する因子の検討：卵子の個別培養の成績から
品川征大（山口大）他

P3―55― 5. 生殖補助医療における抗核抗体の受精への影響に関する基礎的・臨床的検討
服部幸雄（浅田レディース勝川クリニック）他

P3―55― 6. マウスモデルにおける異なるアミノ酸含有の培地で培養した胚盤胞の，RRBS によ
る網羅的な DNA メチル化の解析 堀部 悠（東京女子医大）他
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P3―55― 7. ART 治療における採卵不成功周期の予測因子―日本産科婦人科学会 ART オンラ
イン登録データを用いた後方視的検討― 鈴木聡子（山形大）他

P3―55― 8. 終末糖化産物低下による新しい不妊治療法：抗糖化機能性食品ヒシエキスは高齢重
症不妊の ART 妊娠率を著しく改善する 神野正雄（ウィメンズクリニック神野）

14：10～15：10
Group 121 ART・周産期予後

評価者：東邦大学医療センター大森病院 片桐由起子

P3―56― 1. 体外受精胚移植の移植方法が胎盤位置異常発生に及ぼす影響について
三浦康子（秋田大）他

P3―56― 2. 生殖補助医療症例における癒着胎盤のリスク因子―ART データベースと周産期登
録を用いた検討 林 昌子（日本医大）他

P3―56― 3. 当院における新鮮胚移植と凍結胚移植による単胎妊娠分娩転帰の比較検討
小松淳子（高知医療センター）他

P3―56― 4. 当院での ART 後妊娠における周産期合併症
吉冨恵子（山口県立総合医療センター）他

P3―56― 5. 不良胚移植後妊娠の周産期予後 赤嶺こずえ（琉球大）他
P3―56― 6. 各種生殖補助医療が出生時性比に与える影響についての検討

有川美樹子（国立成育医療研究センター）他
P3―56― 7. 体外受精胚移植周期の黄体補充用プロゲステロン腟用ゲル剤 COL�1620 8% 第 III

相多施設共同非盲検単一群試験 林 直樹（ミューズレディスクリニック）他
P3―56― 8. ART 患者の高年齢化と不妊治療初診患者年齢の推移

福田雄介（東邦大大森病院）他

14：10～15：10
Group 122 癌と生殖

評価者：順天堂大学医学部付属浦安病院 菊地 盤

P3―57― 1. 悪性疾患の治療に伴う精子凍結保存―運動精子凍結に影響する因子
岡 賢二（信州大）他

P3―57― 2. 若年がん患者に対する 5 年間の妊孕性温存診療に関する後方視的検討
高江正道（聖マリアンナ医大）他

P3―57― 3. 当院がん・生殖医療外来における乳がん患者に対する取り組み
西島千絵（聖マリアンナ医大）他

P3―57― 4. 卵巣凍結保存施行が原疾患の治療開始に及ぼす影響 花田哲郎（滋賀医大）他
P3―57― 5. 医学的適応による妊孕性温存の現状と課題 柴原浩章（兵庫医大）他
P3―57― 6. 乳癌に対し当院で受精卵凍結から妊娠・分娩まで管理できた 1 症例

都築朋子（関西医大）他
P3―57― 7. 当院がん・生殖医療相談受診若年乳がん患者の傾向および効果の検証

寺澤恵子（岐阜大）他
P3―57― 8. がん・生殖医療の普及に向けた院内の取り組み 東梅久子（虎の門病院）他
P3―57― 9. 腹式広汎子宮頸部摘出術後の不妊治療成績の検討 祝井麻希（慶應大）他
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P3―57― 10. 当院における子宮内膜異型増殖症・初期子宮体癌に対する妊孕性温存治療の検討
新居真理（徳島大）他

14：10～15：10
Group 123 不育症

評価者：慶應義塾大学 末岡 浩

P3―58― 1. 不育症における aPS/PT 抗体測定の標準化に関する検討
北折珠央（名古屋市立大）他

P3―58― 2. 不育症におけるプロテイン S 欠乏症とプロテイン S 徳島
松川 泰（名古屋市立大）他

P3―58― 3. 不育症症例における抗 Phosphatidylethanolamine 抗体の意義
米澤美令（日本医大）他

P3―58― 4. 不育症スクリーニングにおける IgM 測定の意義 藤田志保（岡山大）他
P3―58― 5. 不育症患者における抗第 XII 因子抗体は EGF2 ドメインを認識する

佐藤善啓（池袋えざきレディースクリニック）他
P3―58― 6. 不育症患者における末梢血および子宮内膜 NK22 細胞に対する RORγt 発現につい

て 淵之上康平（弘前大）他
P3―58― 7. 12 回連続流産既往女性より生児を得た症例から考える流産の原因とその対策

中川浩次（杉山産婦人科）他
P3―58― 8. 原因不明習慣流産患者の着床前スクリーニングに関する意識調査

松本洋介（名古屋市立大）他

14：10～15：10
Group 124 子宮筋腫核出術

評価者：川崎医科大学 塩田 充

P3―59― 1. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術における in�bag morcellation の検討
萩原聖子（メディカルトピア草加病院）他

P3―59― 2. 子宮鏡下筋腫摘出術における支持鉗子の有用性についての検討
渡辺 正（NTT 東日本東北病院）他

P3―59― 3. 子宮筋腫核出術の術前投与としての新しい Gn�RH agonist 投与法―Gn�RH agonist
combination therapy― 土屋富士子（浜田病院）他

P3―59― 4. 患者背景と筋腫の特徴に基づいた筋腫合併不妊に対する治療の至適化・個別化に関
する検討 辻 勲（近畿大）他

P3―59― 5. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術後の再発，再手術に関する検討
山本憲子（メディカルトピア草加病院）他

P3―59― 6. 当院における 45 歳以上の強い子宮温存希望の子宮筋腫の患者に腹腔鏡補助下子宮
筋腫核出術を行った 5 年間の症例についての検討 森嶋かほる（三井記念病院）他

P3―59― 7. 腹腔鏡下筋腫核出時の内膜穿破例に対する子宮腔内癒着の検討
藤下 晃（済生会長崎病院）他

P3―59― 8. 当科において不妊症例に施行した子宮筋腫核出術後の妊娠・分娩転帰
宮城真帆（琉球大）他
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14：10～15：10
Group 125 子宮筋腫・内視鏡手術

評価者：順天堂大学 北出 真理

P3―60― 1. 安全・教育に配慮した腹腔鏡下子宮全摘術式とその成績
小堀宏之（メディカルトピア草加病院）他

P3―60― 2. 当院における腹腔鏡下子宮全摘術での手術困難症例となる因子の検討
森山 梓（東邦大大森病院）他

P3―60― 3. 子宮筋腫手術症例の年齢別検討 大井由佳（横浜市立市民病院）他
P3―60― 4. 小陰唇に発生し，核出術後 3 年で再発した平滑筋腫の一例

大歳愛由子（大阪警察病院）他
P3―60― 5. 子宮内膜ポリープ合併不妊患者に対する子宮鏡下手術の有効性の検討―ART 移行

前の子宮鏡下手術は有効である― 都築たまみ（高知大）他
P3―60― 6. 不妊症患者における細径硬性子宮鏡を用いた子宮内膜ポリープ切除術の有用性

和田麻美子（スズキ記念病院）他
P3―60― 7. 婦人科腹腔鏡手術における鏡視下腹直筋鞘ブロックについての検討―二重盲検ラン

ダム化比較試験― 金城泰幸（産業医大）他
P3―60― 8. 腹腔鏡手術時に使用したフェンタニルにより引き起こされたと考えられるセロトニ

ン症候群の一例 神尊貴裕（東京警察病院）他
P3―60― 9. 腹腔鏡下子宮全摘術におけるアイソレーションバッグを用いた当院での摘出子宮回

収法 高橋賢司（東邦大大森病院）他
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